
　
　

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
に
お
け
る

　
　　
　
　
　

北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
（
一
七
四
〇

－

四
二
年
）

―
―
軍
事
・
戦
争
か
ら
の
大
西
洋
史
試
論
―
―
（
上
）

 

森＊　
　
　
　
　

丈　
　

夫　
　
　

は
じ
め
に

　

一
六
八
九
年
に
始
ま
る
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
同
盟
戦
争
（
九
年
戦
争
）
か
ら
七
年
戦
争
を
経
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
ま
で
続
く
、
英
仏
を

中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
戦
争
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
効
率
的
財
政
機
構
を
備
え
た
国
家
体
制
、
い
わ
ゆ
る
財
政
軍
事
国
家
の

形
成
を
促
す
契
機
と
な
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
の
再
編
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
同
時
に
、
一
連
の

  

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

1（　）

福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
五
十
二
巻
第
三
号

一
〇
八
三



戦
争
は
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
原
動
力
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
社
会
的
な
意
義
の
大
き
さ
も
認
め
ら
れ
て
き
た）

2
（

。
だ

が
、
こ
れ
ら
の
戦
争
が
海
外
植
民
地
を
含
む
「
帝
国
戦
争
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
く
戦
争
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
、
改
め
て
注
意

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う）

3
（

。
本
稿
が
対
象
と
す
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
場
合
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
同
盟
戦
争
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
戦
争
）

勃
発
と
と
も
に
北
米
と
カ
リ
ブ
海
地
域
で
英
仏
間
な
い
し
は
英
西
間
の
戦
争
が
開
始
さ
れ
、
以
後
、
一
七
六
三
年
の
パ
リ
条
約
で
七
年
戦

争
（
フ
レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
）
が
終
結
す
る
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
勢
力
は
北
米
内
陸
な
ど
へ
と
戦
線
を
拡
大
し
な
が
ら
軍
事

行
動
を
展
開
し
た
。
む
ろ
ん
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
も
帝
国
戦
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
で
は
、
一
連
の

帝
国
戦
争
は
、
現
地
社
会
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
ま
た
い
か
な
る
短
期
的
・
長
期
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

む
ろ
ん
七
年
戦
争
の
よ
う
に
、
そ
の
帰
趨
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
勢
力
図
を
塗
り
替
え
、
ま
た
植
民
地
宗
主
国
が
戦
後
の
再
建
過
程
で
植

民
地
統
治
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
独
立
の
よ
う
な
広
範
囲
に
及
ぶ
変
動
を
起
こ
し
た
戦
争
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
他
方
で
、
そ
の
他
の
帝
国
戦
争
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
い
て
も
、
ま
た
南
北
ア
メ
リ
カ
史

に
お
い
て
も
そ
の
実
態
や
影
響
が
十
分
な
理
解
を
得
て
き
た
と
は
言
い
難
い）

4
（

。
だ
が
近
年
で
は
、
コ
リ
ー
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
が
海
外
で
活
用
し
う
る
軍
事
力
が
極
め
て
限
定
さ
れ
、
現
地
勢
力
と
の
政
治
的
妥
協
が
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
た

こ
と
な
ど
、
帝
国
戦
争
を
見
直
す
新
た
な
視
点
が
提
出
さ
れ
て
る）

5
（

。
こ
う
し
た
動
向
の
下
、
北
米
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
と
の
軍
事
同
盟

が
先
住
民
社
会
の
持
続
や
衰
退
を
大
き
く
左
右
し
た
点
を
中
心
に
、
植
民
地
社
会
を
織
り
な
す
諸
集
団
の
視
点
か
ら
帝
国
戦
争
が
持
つ
意

義
が
再
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る）

6
（

。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
り
長
期
的
、
さ
ら
に
複
数
の
視
点
か
ら
帝
国
戦
争
を
再
検
討
し
、
近
代
グ

2（　）

一
〇
八
四



ロ
ー
バ
ル
世
界
の
形
成
過
程
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
が
持
っ
た
意
義
を
定
位
し
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
七
三
九
年
に
勃
発
し
た
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
間
の
戦
争
、
通
称
「
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
」
を
取
り
上
げ

る
。
カ
リ
ブ
海
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
当
局
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
商
船
へ
の
臨
検
に
端
を
発
し
、
西
イ
ン
ド
と
北
米
ジ
ョ
ー
ジ
ア
を
舞
台
と
し

た
同
戦
争
は
、
七
年
戦
争
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
に
比
べ
て
研
究
史
上
の
注
目
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国

戦
争
へ
の
植
民
地
の
関
与
と
い
う
点
で
は
、
同
戦
争
は
注
視
す
べ
き
点
を
含
ん
で
い
る
。
一
七
三
九
年
一
〇
月
の
開
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
中
南
米
の
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
の
貿
易
・
軍
事
拠
点
の
制
圧
を
狙
い
、
陸
海
軍
合
同
の
遠
征
隊
を
派
遣
し
た
が
、
こ
の
際
、
北
米
植
民

地
に
派
兵
を
要
請
し
、「
ア
メ
リ
カ
連
隊
」
と
し
て
約
三
六
〇
〇
名
の
植
民
地
人
兵
が
従
軍
し
た
の
で
あ
る
（
以
後
、
本
稿
で
は
北
米
植

民
地
の
西
イ
ン
ド
遠
征
へ
の
参
加
は
「
西
イ
ン
ド
派
兵
」
と
略
記）

7
（

）。
遠
征
軍
は
一
七
四
二
年
ま
で
に
南
米
の
貿
易
港
カ
ル
タ
ヘ
ナ
、

キ
ュ
ー
バ
な
ど
を
転
戦
し
た
も
の
の
戦
果
は
乏
し
く
、
約
七
〇
％
の
兵
が
死
亡
す
る
な
ど
、
大
量
の
犠
牲
者
を
出
す
結
果
に
終
わ
っ
た）

8
（

。

し
か
し
な
が
ら
西
イ
ン
ド
遠
征
は
、
北
米
植
民
地
の
帝
国
戦
争
へ
の
関
与
に
お
い
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
行
動
へ

の
北
米
植
民
地
の
動
員
と
い
う
発
想
は
、
一
七
世
紀
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
政
権
期
の
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
以
来
存
在
し
、
一
六
九
一
年
以
後
に

は
水
夫
の
強
制
徴
募
と
い
う
形
で
実
行
さ
れ
て
い
た）

9
（

。
だ
が
各
植
民
地
政
府
が
公
的
に
関
与
し
た
上
で
の
部
隊
規
模
で
の
動
員
は
、
小
規

模
な
例
外
を
除
け
ば
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
末
期
の
一
七
〇
九
年
―
一
一
年
に
三
度
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
（
カ
ナ
ダ
、
ア
カ
デ
ィ

ア
）
遠
征
ま
で
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た）

10
（

。
西
イ
ン
ド
派
兵
は
、
北
米
植
民
地
に
と
っ
て
初
め
て
の
北
米
大
陸
外
へ
の
派
兵
で
あ
っ
た
の

み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
軍
傘
下
の
一
部
隊
と
し
て
帝
国
戦
争
に
関
与
し
た
最
初
の
事
例
と
な
り
、
以
後
、
北
米
植
民
地
の
兵
員
拠
出
の
慣

3（　）

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
︵
一
七
四
〇

－

四
二
年
︶︵
森
︶

一
〇
八
五



例
化
に
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
の
問
い
の
一
環
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
領
西
イ
ン
ド
へ
の
軍
事
遠
征
に
際
し

て
、
本
国
で
植
民
地
人
の
動
員
が
な
ぜ
立
案
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
北
米
植
民
地
に
お
い
て
西
イ
ン
ド
派
兵
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
本
稿
は
、
各
植
民
地
に
お
け
る
募
兵
を
め
ぐ
る
政
治
折
衝
を
考
察
す
る
が
、
ま
ず
、
そ
の
目
的
を
確

認
す
る
た
め
に
、
西
イ
ン
ド
派
兵
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九
世
紀
の
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
西
イ
ン
ド
派
兵
は
北
米
植
民
地
時
代
史
の
概
説
で
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
き

た
の
み
な
ら
ず
、
複
数
の
角
度
か
ら
専
門
研
究
の
中
で
扱
わ
れ
て
き
た）

11
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
は
ペ
ン
カ
ッ
ク
や
ナ
ッ
シ
ュ
が
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
兵
の
出
自
を
分
析
し
、
西
イ
ン
ド
派
兵
を
そ
の
一
つ
と
す
る
帝
国
戦
争
へ
の
北
米
植
民
地
の
関
与
に
つ
い
て
、
社
会
史
的
背
景

の
解
明
を
試
み
た）

12
（

。
同
時
期
に
リ
ー
チ
は
、
遠
征
時
に
植
民
地
兵
と
本
国
軍
の
間
に
見
ら
れ
た
対
立
を
重
視
し
、
帝
国
戦
争
を
ア
メ
リ
カ

独
立
の
遠
因
と
な
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
政
治
的
軋
轢
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
る）

13
（

。
だ
が
、
本
国
の
派
兵
要
請
へ
の
植
民
地
の
対
応
と

い
う
本
稿
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
に
共
通
了
解
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
「
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
か
ら

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
ま
で
の
植
民
地
が
熱
心
に
参
加
」（
モ
リ
ソ
ン
）
と
い
う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
概
説
の
叙
述
が
示
す
よ
う
に
、
北
米

植
民
地
は
全
体
と
し
て
積
極
的
に
本
国
の
派
兵
要
請
に
賛
同
し
た
と
い
う
像
が
一
貫
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る）

14
（

。
も
っ
と
も
研
究

者
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
対
象
・
文
脈
か
ら
論
じ
て
お
り
、
近
年
ま
で
必
ず
し
も
西
イ
ン
ド
派
兵
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
明
確
な

像
を
結
ん
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
西
イ
ン
ド
派
兵
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
ラ
ニ
ン
グ
は
、
北
部
商
人
層
に
よ
る
西
イ
ン
ド
貿

易
利
権
や
民
衆
の
略
奪
機
会
へ
の
熱
狂
な
ど
植
民
地
社
会
の
経
済
利
益
の
追
求
を
派
兵
が
促
さ
れ
た
原
動
力
と
し
て
重
視
す
る
。
一
方
、

4（　）

一
〇
八
六



バ
ー
ク
レ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
隆
盛
し
た
愛
国
主
義
へ
の
植
民
地
人
の
共
感
を
強
調
し
た
。
ま
た
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
を
扱
っ
た
セ
レ
ス

キ
ー
の
よ
う
に
、
本
国
政
府
か
ら
の
評
価
を
求
め
た
植
民
地
の
戦
争
貢
献
と
い
う
帝
国
内
政
治
の
文
脈
で
西
イ
ン
ド
遠
征
へ
の
参
加
を
論

じ
る
研
究
も
出
さ
れ
て
い
る）

15
（

。
リ
ー
チ
の
場
合
も
、
北
部
社
会
へ
の
市
場
経
済
の
浸
透
に
伴
っ
て
経
済
的
・
社
会
的
苦
境
に
陥
っ
た
貧
困

層
に
と
っ
て
西
イ
ン
ド
派
兵
が
経
済
的
機
会
と
な
っ
た
な
ど
、
派
兵
が
積
極
的
に
受
容
さ
れ
る
植
民
地
社
会
の
文
脈
を
指
摘
し
て
い
た
の

で
あ
る）

16
（

。

　

た
だ
し
、
研
究
史
上
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、
西
イ
ン
ド
派
兵
の
歴
史
的
意
義
の
確
定
に
貢
献
し
た
の
は
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦

争
の
専
門
家
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
研
究
で
あ
る
。
西
イ
ン
ド
派
兵
に
つ
い
て
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
各
植
民
地
の
議
会
、
世
論
が
本
国
の
要
請

に
肯
定
的
に
応
じ
、
ま
た
従
軍
志
願
者
が
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
を
立
証
し
、
以
後
、
西
イ
ン
ド
派
兵
は
本
国
―
植
民
地
が
帝
国
戦
争
を

遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
相
互
協
調
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
と
評
価
し
た）

17
（

。
軍
事
史
家
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
兵
卒
を
除
い
て
、
植
民
地
の

主
体
的
関
与
の
背
景
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
は
論
じ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
研
究
は
、
以
後
の
西
イ
ン
ド
派
兵
解
釈
の
実
証
的
基
盤
を
提
供
し

た
。
す
な
わ
ち
近
年
、
北
米
植
民
地
時
代
史
研
究
に
お
い
て
、
政
治
文
化
、
消
費
、
帰
属
意
識
な
ど
に
お
け
る
植
民
地
社
会
の
本
国
へ
の

同
化
志
向
に
着
目
す
る
「
イ
ギ
リ
ス
化
論
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
西
イ
ン
ド
派
兵
は
イ
ギ
リ
ス
化
論
の
枠
組
み
の
中
で
解
釈
さ
れ
、

ま
た
そ
の
有
力
な
論
拠
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

18
（

。
例
え
ば
マ
コ
ン
ビ
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
に
は
本
国
―
植

民
地
間
で
出
版
文
化
が
共
有
さ
れ
、
北
米
植
民
地
社
会
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
帰
属
意
識
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
西
イ
ン
ド
派
兵
に
つ
い
て
も
シ
ム
ズ
や
ハ
ン
タ
ー
は
同
様
の
議
論
を
展
開
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
出
版
文
化
の
隆
盛
に
よ
っ
て
形
成

5（　）

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
︵
一
七
四
〇

－

四
二
年
︶︵
森
︶

一
〇
八
七



さ
れ
た
公
共
圏
を
基
盤
と
し
て
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
へ
の
世
論
の
熱
狂
が
醸
成
さ
れ
、
植
民
地
で
も
新
聞
な
ど
の
出
版
物
を
通
じ
て
本
国

と
同
じ
情
報
が
流
通
し
た
こ
と
が
、
植
民
地
社
会
に
お
け
る
西
イ
ン
ド
派
兵
へ
の
賛
同
を
促
進
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る）

19
（

。
他
方
、
フ
ォ

ス
タ
ー
と
ハ
フ
ェ
リ
に
よ
れ
ば
、
近
年
、
帝
国
戦
争
は
北
米
植
民
地
人
が
本
国
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
と
し
て
の
認
知
・
地
位
・
利
益
を

得
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
進
ん
で
い
る
が
、
リ
ク
タ
ー
の
近
年
の
概
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
イ
ン
ド
派
兵

は
、
そ
の
初
期
段
階
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う）

20
（

。

　

後
述
す
る
よ
う
に
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
肯
定
的
な
世
論
を
背
景
に
、
実
際
に
全
て
の
北
米
植
民
地
は
西
イ
ン
ド
に
派
兵
し
て
お
り
、
従
来

の
見
解
が
高
い
妥
当
性
を
持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
検
討
す
べ
き
点
は
存
在
す
る
。
す
で
に
ハ
ー
ク
ネ
ス
は

一
九
五
〇
年
の
研
究
に
お
い
て
、
本
国
の
西
イ
ン
ド
へ
の
派
兵
要
請
後
、
派
兵
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
北
米
の
各
植
民
地
で
異
な
る

対
応
が
見
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る）

21
（

。
だ
が
そ
の
後
、
こ
の
指
摘
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
西
イ
ン
ド
派
兵
を
め
ぐ
る

議
論
は
、
北
米
植
民
地
の
反
応
を
十
分
に
捕
捉
し
た
上
で
展
開
さ
れ
て
き
た
と
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
は
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
や
本
国
―
植
民
地
関
係
に
関
し
て
、
や
や
硬
直
化
し
た
理
解
を
広
げ
て
し
ま
う
可
能
性
を

持
つ
。
実
際
、
近
年
、
グ
ー
ル
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
文
化
的
・
政
治
的
平
準
化
を
重
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
化
論
は
、
植
民
地
の
社
会

状
況
や
地
政
学
的
状
況
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
内
の
諸
地
域
間
に
存
在
し
た
法
や
規
範
の
差
異
に
関
す
る
同
時
代
的
な
認
識
も
看
過
す
る
問

題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
グ
ー
ル
ド
の
指
摘
を
受
け
つ
つ
、
ブ
ラ
ン
ズ
マ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
各
地
で
行
わ
れ
た
海
軍
に
よ

る
水
夫
の
強
制
徴
募
を
分
析
し
た
近
年
の
研
究
に
お
い
て
、
強
制
徴
募
が
経
済
状
況
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
状
況
に
応
じ
、
本
国
、
西
イ
ン

6（　）

一
〇
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ド
、
北
米
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
解
明
し
た）

22
（

。
し
た
が
っ
て
、
西
イ
ン
ド
派
兵
に
つ
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は

ハ
ー
ク
ネ
ス
の
指
摘
を
発
展
さ
せ
、
本
国
の
軍
事
動
員
要
請
が
持
つ
意
味
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
本
国
の
西
イ
ン
ド
派
兵
要
請
に
対
し
て
、
植
民
地
議
会
が
示
し
た
対
応
に
着
目
す
る
。
多
く
の
西
イ
ン
ド
派
兵
の
叙

述
で
は
、「
植
民
地
人
が
志
願
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
に
参
加
し
た
」
な
ど
派
兵
プ
ロ
セ
ス
が
単
純
化
し
て
描
か
れ
て
い
る
が）

23
（

、
実
際
に
は
、

総
督
と
将
校
に
よ
る
募
兵
活
動
、
派
兵
諸
費
用
を
求
め
た
総
督
と
植
民
地
議
会
の
交
渉
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
が
介
在
し
て
い
た
。
こ
の
交
渉

過
程
に
お
い
て
各
植
民
地
議
会
は
幅
の
あ
る
対
応
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
従
来
か
ら
ハ
ー
ク
ネ
ス
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
シ
レ
ッ
ト

な
ど
の
研
究
に
お
い
て
も
、
本
国
の
派
兵
要
請
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
慎
重
な
態
度
を
示
す
植
民
地
議
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
ハ
ー
ク
ネ
ス
や
シ
レ
ッ
ト
は
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
に
至
ら
ず
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
植
民
地
議
会
は
例
外
的
な
支

出
要
請
に
困
惑
し
た
だ
け
で
あ
り
、
結
局
は
臨
時
措
置
に
よ
っ
て
費
用
を
捻
出
し
た
と
論
じ
て
い
る）

24
（

。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
各
植

民
地
に
お
け
る
総
督
―
植
民
地
議
会
間
の
交
渉
過
程
と
議
論
を
分
析
し
、
西
イ
ン
ド
派
兵
が
い
か
な
る
問
題
と
関
係
し
な
が
ら
議
会
で
検

討
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
な
か
で
も
本
稿
が
従
来
の
研
究
と
異
な
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
間
の
政
治
対
立
が
戦
争
へ

と
転
化
し
つ
つ
あ
っ
た
一
七
三
九
年
に
お
け
る
各
植
民
地
の
議
論
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
西
イ
ン
ド
派
兵
を
一
連
の
政
治
過
程
と
し
て

論
じ
る
点
だ
と
言
え
よ
う
。
や
や
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
一
七
三
九
年
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
間
の

戦
争
は
、
決
し
て
北
米
社
会
に
と
っ
て
「
カ
リ
ブ
海
と
い
う
遠
隔
地
で
行
わ
れ
た
戦
争
」（
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る）

25
（

。
例
え
ば
、
一
七
三
九
年
一
一
月
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
ベ
ル
チ
ャ
ー
は
、
本
国
在
住
の
ジ
ョ
ー
ジ

7（　）
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ア
信
託
人
団
理
事
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
間
で
「
戦
争
が
起
こ
る
と
」、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

は
「
ハ
バ
ナ
か
ら
の
小
規
模
な
部
隊
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
と
も
に
容
易
に
征
服
さ
れ
る
」
と
懸
念
を
表
明
し
て
い
る）

26
（

。
北
米
植
民
地
在
住
者

は
、
本
国
在
住
者
に
は
感
知
で
き
な
い
、
戦
時
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
軍
事
上
ま
た
治
安
上
の
緊
張
の
存
在
を
熟
知
し
て
お
り
、
わ
れ

わ
れ
は
そ
の
前
提
に
立
っ
て
西
イ
ン
ド
派
兵
を
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

以
下
第
一
章
で
は
、
北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
案
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
ど
の
よ
う
に
浮
上
し
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を
取
っ
た
の

か
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
視
点
を
北
米
に
移
し
、
北
米
植
民
地
全
体
に
お
け
る
派
兵
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
。
第
三
章
で
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
焦
点
を
絞
り
、
特
に
植
民
地
議
会
の
西
イ
ン
ド
派
兵
へ
の
対
応
の
あ
り
方
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
第
四
章

で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
植
民
地
を
例
に
取
り
、
西
イ
ン
ド
派
兵
を
め
ぐ
る
総
督
―
議
会
の
交

渉
を
分
析
し
、
各
植
民
地
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
問
わ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

一
章　

西
イ
ン
ド
遠
征
へ
の
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
動
員

（
１
）
ア
メ
リ
カ
人
動
員
の
政
策
化
過
程

　

ま
ず
本
節
で
は
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
北
米
植
民
地
の
軍
事
動
員
を
立
案

す
る
過
程
を
概
観
す
る）

27
（

。
先
に
見
た
よ
う
に
、
水
夫
の
強
制
徴
募
を
除
け
ば
、
帝
国
戦
争
勃
発
後
も
一
七
〇
九
―
一
一
年
の
ニ
ュ
ー
フ
ラ

8（　）
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ン
ス
遠
征
に
至
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
軍
事
行
動
へ
の
北
米
植
民
地
人
の
動
員
は
例
外
的
な
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
で
は
、
戦
争
勃
発
当
初
か
ら
植
民
地
人
の
動
員
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ハ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
近
年
の
研
究
は
、
複
数
の
要
因
が
積
み
重
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
取
り
う
る
軍
事
行
動
の
選
択
肢
が
限
定
さ
れ

た
結
果
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る）

28
（

。

　

ま
ず
一
つ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
視
点
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
な
ど
の
研
究
も
重
視
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
間

の
通
商
・
外
交
紛
争
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
反
ス
ペ
イ
ン
・
愛
国
主
義
世
論
が
影
響
力
を
持
ち
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
に
対
ス
ペ

イ
ン
領
西
イ
ン
ド
へ
の
軍
事
行
動
を
迫
っ
た
点
で
あ
る）

29
（

。
両
国
の
紛
争
は
、
一
七
二
六
年
に
国
務
大
臣
パ
チ
ー
ノ
の
指
導
下
に
お
い
て
、

ス
ペ
イ
ン
政
府
が
沿
岸
警
備
艇
を
用
い
て
、
中
南
米
ス
ペ
イ
ン
領
植
民
地
と
密
貿
易
を
行
う
イ
ギ
リ
ス
商
船
の
臨
検
を
強
化
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
た）

30
（

。
数
度
の
鎮
静
化
の
後
、
一
七
三
七
年
に
な
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
当
局
が
し
ば
し
ば
合
法
貿
易
の
商
船
に
対
し
て
も
暴
力
行
為

を
含
む
臨
検
の
強
化
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
西
イ
ン
ド
貿
易
商
人
に
よ
る
政
府
へ
の
不
平
請
願
が
増
大
し
、
紛
争
は
イ
ギ
リ
ス
の

内
政
問
題
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
間
の
外
交
問
題
へ
と
発
展
し
た
。
紛
争
の
政
治
問
題
化
を
強
力
に
推
進
し
た
の
が
、
西
イ
ン

ド
や
北
米
利
害
関
係
者
の
多
い
ロ
ン
ド
ン
市
議
会
に
加
え
、『
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
』
な
ど
の
新
聞
や
元
国
務
大
臣
ボ
ー
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
子
爵
な
ど
野
党
系
の
言
論
人
が
貿
易
商
人
に
同
調
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
広
範
な
反
ス
ペ
イ
ン
・

愛
国
主
義
世
論
を
喚
起
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
世
論
の
醸
成
に
は
、
中
南
米
に
お
け
る
「
自
由
貿
易
」
の
確
保
を
訴
え
、
か
つ
監

禁
さ
れ
た
船
長
や
船
員
を
「
奴
隷
」
と
表
現
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
臨
検
を
国
民
的
な
屈
辱
と
す
る
出
版
メ
デ
ィ
ア
上
の
煽
情
的
な
言
説
が
寄

9（　）
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与
し
た）

31
（

。
一
七
三
八
年
以
後
に
は
議
会
に
お
け
る
野
党
の
政
権
批
判
と
相
ま
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
通
商
利
害
や
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
上
の

孤
立
を
避
け
る
な
ど
の
配
慮
か
ら
戦
争
を
回
避
し
、
外
交
的
解
決
を
目
指
す
政
権
に
対
す
る
批
判
的
世
論
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る）

32
（

。

　

も
っ
と
も
薩
摩
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
近
年
は
ス
ペ
イ
ン
側
の
事
情
も
含
め
た
複
合
的
な
要
因
を
重
視
し
、
開
戦
の
原
因
と
し
て
世
論
の

圧
力
を
重
視
す
る
見
解
は
後
退
し
て
い
る）

33
（

。
と
は
い
え
、
一
七
三
九
年
六
月
に
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
期
待
さ
れ
た
パ
ル
ド
合
意
が
ス
ペ

イ
ン
の
条
約
不
履
行
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
後
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
が
軍
事
行
動
を
選
択
す
る
際
、
国
内
世
論
へ
の
配
慮
を
重
視
し
た
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
西
イ
ン
ド
へ
の
軍
事
遠
征
案
の
み
な
ら
ず
、
国
王
の
宣
戦
布
告
演
説
（
一
〇
月
一
九
日
）
で
語
ら
れ
た
「
傷
つ
い
た

臣
民
の
た
め
の
報
復
」
と
い
っ
た
戦
争
目
的
も
、
元
来
は
、
新
聞
や
野
党
が
用
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た）

34
（

。
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
西
イ

ン
ド
遠
征
は
、
政
権
が
強
力
な
海
軍
を
用
い
て
ス
ペ
イ
ン
領
西
イ
ン
ド
を
制
圧
す
る
と
い
う
世
論
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
た
案
だ
と
論

じ
る
が
、
同
様
の
理
解
は
当
時
の
新
聞
の
論
調
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
遠
征
軍
出
発
後
の
一
七
四
〇
年
四
月
、
ペ
ン
シ
ル

ヴ
ァ
ニ
ア
の
新
聞
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
誰
も
が
ハ
バ
ナ
、
ポ
ル
ト
・
リ
コ
、
サ
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
を
奪
取
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
…
議
会
は
国
民
が
満
足
す
る
ま
で
、
国
王
や
大
臣
が
ス
ペ
イ
ン
役
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
機
会
を
取
り
上
げ
た
」
と
述
べ
て

い
る）

35
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
選
択
肢
を
左
右
し
た
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
開
始
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
参
戦
の
不

安
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る）

36
（

。
一
七
三
九
年
半
ば
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
南
米
ス
ペ
イ
ン
領
侵
攻
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
大
陸

で
の
勢
力
均
衡
を
確
立
し
た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
体
制
の
崩
壊
を
恐
れ
、
フ
ラ
ン
ス
が
参
戦
す
る
憶
測
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
見
ら
れ
て
い

10（　）
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た
。
同
年
一
〇
月
に
は
北
米
植
民
地
の
新
聞
に
す
ら
「
フ
ラ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
に
加
わ
る
宣
言
」（『
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』）

な
ど
の
記
事
が
盛
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る）

37
（

。
政
権
内
で
も
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
を
含
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
本
土
へ
の
軍
事
侵
攻
が

不
安
視
さ
れ
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
を
中
心
に
西
イ
ン
ド
遠
征
に
対
す
る
慎
重
論
も
提
起
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
は
、
正

規
軍
一
連
隊
一
六
〇
〇
人
以
上
は
西
イ
ン
ド
に
送
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と
さ
れ
る）

38
（

。
本
土
防
衛
の
た
め
の
人
員
確
保
の
必
要
性
が
浮
上
し

た
こ
と
は
、
遠
征
の
規
模
や
目
的
地
の
選
定
な
ど
政
府
の
戦
争
準
備
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
内
閣
で
は
同
年
一
一
月
ま
で
に
ハ
バ
ナ

と
カ
ル
タ
ヘ
ナ
が
遠
征
候
補
地
と
さ
れ
た
も
の
の
、
兵
員
数
の
不
安
か
ら
、
小
規
模
な
部
隊
で
十
分
と
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、

中
米
ダ
リ
エ
ン
も
有
力
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

39
（

。

　

こ
の
よ
う
な
遠
征
に
対
す
る
世
論
の
期
待
と
本
土
防
衛
の
た
め
の
兵
の
確
保
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
の
中
、
南
部
担
当
国
務
大
臣
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
公
を
中
心
に
浮
上
し
た
案
が
、
北
米
植
民
地
か
ら
の
兵
の
動
員
で
あ
っ
た）

40
（

。
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
同
年
六
月
に
過
去
の
軍
事
遠

征
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
中
で
、
一
七
二
七
年
に
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
の
元
総
督
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
が
国
務
大
臣
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
に
提
出
し

た
キ
ュ
ー
バ
征
服
案
に
触
れ
、
内
閣
に
報
告
し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
の
提
案
は
、
一
七
一
五
年
に
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ

た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
（
ヤ
マ
シ
ー
戦
争
）
へ
の
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
兵
の
動
員
経
験
を
も
と
に
、
帝
国
戦
争
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
有
用
性

を
説
く
も
の
で
あ
っ
た）

41
（

。
海
軍
少
将
カ
ス
カ
ー
ト
や
海
軍
卿
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
ー
な
ど
軍
関
係
者
か
ら
も
北
米
植
民
地
人
動
員
論
は
複
数
語
ら

れ
て
い
た
が
、
特
に
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
の
提
案
は
、
気
候
順
応
な
ど
に
よ
り
植
民
地
人
が
カ
リ
ブ
海
地
域
で
の
戦
闘
に
適
し
、
ま
た
北
米

で
は
人
口
が
増
加
し
、「
一
万
人
の
兵
は
数
ヶ
月
で
出
せ
る
」
な
ど
と
具
体
策
を
説
い
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
興
味
を
引
い
た
。

11（　）
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事
実
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
が
一
七
四
〇
年
四
月
に
各
植
民
地
に
出
し
た
指
令
に
お
い
て
も
「
適
切
な
奨
励
が
あ
れ
ば
、
…
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
陛
下
の
植
民
地
で
は
、
容
易
に
大
規
模
な
数
の
人
員
が
集
め
ら
れ
る
」
と
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る）

42
（

。

対
ス
ペ
イ
ン
宣
戦
布
告
後
に
は
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
本
格
的
な
北
米
植
民
地
人
動
員
政
策
の
立
案
に
取
り
組
み
、
一
一
月
に
は
、
政
府

の
植
民
地
政
策
立
案
機
関
で
あ
る
通
商
拓
務
院
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
専
門
家
ブ
レ
イ
デ
ン
に
検
討
を
依
頼
し
て
い
る
。
次
節
で
見
る
よ
う

に
、
こ
の
際
に
ブ
レ
イ
デ
ン
が
行
っ
た
答
申
は
、
北
米
植
民
地
の
派
兵
に
関
す
る
先
例
や
植
民
地
の
状
況
の
検
討
に
基
づ
い
て
お
り
、
多

大
な
説
得
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
人
員
問
題
に
目
処
が
立
っ
た
結
果
、
一
二
月
初
頭
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
は
、
海
兵
隊
六
連
隊
、

陸
軍
歩
兵
二
連
隊
、
合
計
八
〇
八
五
人
、
ア
メ
リ
カ
連
隊
三
〇
〇
〇
人
、
船
舶
五
二
隻
か
ら
な
る
西
イ
ン
ド
遠
征
計
画
を
了
承
し
、
西
イ

ン
ド
遠
征
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る）

43
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
七
三
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
―
ス
ペ
イ
ン
戦
争
勃
発
時
の
北
米
植
民
地
の
軍
事
動
員
は
、「
本
国
政
府
に
よ
る
植
民
地

へ
の
呼
び
か
け
」（
ラ
ニ
ン
グ
）
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
一
般
的
な
従
軍
奨
励
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
新
た
な
戦
争
の
位

置
づ
け
の
結
果
と
し
て
、
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一
八
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
西
イ
ン
ド
貿
易
に

従
事
す
る
イ
ギ
リ
ス
商
人
へ
の
ス
ペ
イ
ン
の
臨
検
は
「
臣
民
」
の
身
体
と
財
産
を
侵
害
す
る
脅
威
と
し
て
理
解
さ
れ
、「
臣
民
の
利
益
」

に
奉
仕
す
る
政
府
の
活
動
と
し
て
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
新
た
な
帝
国
戦
争
の
位
置
づ
け
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し

て
、
大
西
洋
の
遠
隔
地
カ
リ
ブ
海
の
ス
ペ
イ
ン
領
占
領
な
ど
莫
大
な
人
的
・
物
的
資
源
の
投
入
を
伴
う
軍
事
行
動
を
求
め
つ
つ
も
、
同
時

に
予
想
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
勢
不
安
の
下
、
本
土
防
衛
も
重
視
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
一
七
世
紀
末
の
帝
国
戦
争

12（　）
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勃
発
以
来
、
北
米
植
民
地
の
軍
事
動
員
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
中
南
米
の
ス
ペ
イ
ン
領
へ
の
戦
争
の
地
理

的
拡
大
は
、
北
米
植
民
地
の
人
的
資
源
供
給
地
と
し
て
の
側
面
を
浮
上
さ
せ
た
の
で
あ
る）

44
（

。

（
２
）
西
イ
ン
ド
派
兵
に
お
け
る
北
米
植
民
地
動
員
体
制

　

前
節
で
は
、
北
米
植
民
地
人
動
員
の
発
案
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
た
。
一
七
三
九
年
一
二
月
か
ら
内
閣
の
特
別
委
員
会
で
具
体
的
な
動
員

政
策
が
検
討
さ
れ
、
ま
ず
一
月
に
王
令
と
し
て
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
が
北
米
各
植
民
地
に
通
達
さ
れ
て
い
る
（
実
際
に
植
民
地
で
公

布
さ
れ
た
の
は
四
月）

45
（

）。
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
い
か
な
る
制
度
を
整
備
し
、
北
米
植
民
地
人
の
動
員
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
は
帝
国
戦
争
が
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
体
制
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
一
端
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
や
や
時
間
を
遡
り

な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
に
見
ら
れ
る
西
イ
ン
ド
派
兵
の
動
員
体
制
の
軸
は
、
植
民
地
か
ら
志
願
兵
を
集
め
、
一
大
隊
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
軍
に
編
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
す
で
に
北
米
植
民
地
で
は
、
一
六
八
〇
年
代
末
以
後
に
生
じ
た
北
米
へ
の
帝
国
戦
争
の
波
及

と
植
民
地
域
外
へ
の
軍
事
遠
征
の
開
始
に
よ
り
、
奨
励
金
や
征
服
地
の
付
与
と
い
っ
た
奨
励
策
を
用
い
た
志
願
兵
の
動
員
な
ど
、
新
た
な

軍
事
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
西
イ
ン
ド
派
兵
は
、
制
度
的
に
は
そ
の
延
長
線
上
に
構
想
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
一
七
一
一
年

に
初
め
て
行
わ
れ
た
本
国
軍
と
合
同
の
ケ
ベ
ッ
ク
遠
征
に
お
け
る
志
願
兵
募
兵
の
際
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
ダ
ド
リ
ー
は
、
本
国
か

ら
の
従
軍
奨
励
と
し
て
、「
コ
ー
ト
、
ズ
ボ
ン
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
靴
、
カ
ラ
ー
の
シ
ャ
ツ
、
帽
子
」
な
ど
物
質
的
特
典
の
付
与
を
布
告

13（　）
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し
て
い
る）

46
（

。
た
だ
し
対
象
の
拡
大
や
制
度
の
拡
充
な
ど
多
方
面
に
渡
る
転
換
を

促
し
た
点
が
西
イ
ン
ド
派
兵
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
カ
ナ
ダ
・
ア
カ

デ
ィ
ア
制
圧
に
利
害
を
有
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
要
望
に
基
づ
き
、
部
隊

編
成
も
同
植
民
地
中
心
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
と
異
な
り
、
西
イ
ン

ド
派
兵
で
は
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
中
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
同
植
民
地
に
隣
接
す
る

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
を
除
き
、
地
域
性
を
考
慮
せ
ず
全
植
民
地
が
動
員
対
象
と

さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。
こ
の
点
は
、
遠
方
へ
の
軍
事
遠
征
の
た
め
、
本
国
が

北
米
植
民
地
か
ら
可
能
な
限
り
多
数
の
兵
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
目
的
か
ら
派

生
し
た
試
み
と
言
え
よ
う）

47
（

。

　

ま
た
西
イ
ン
ド
派
兵
で
は
、
財
源
面
や
組
織
面
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン

ス
遠
征
と
は
異
な
っ
た
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
の
指
令
で
は
、
志
願
兵
募
集
の
告
知
と
と
も
に
、
従
軍
奨
励
と
し
て
「
武

器
、
公
式
の
制
服
、
給
与
支
払
い
」
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
に
つ
い

て
は
「
国
王
陛
下
か
ら
の
支
払
い
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
負
担
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
末
の
帝
国
戦
争
開
始
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

14（　）

表 1　北アメリカ植民地の海外派兵（1690－1745）

年 1690 1702 1710 1711 1739

攻撃対象地
フランス領
ケベック、
モントリオール

ジャマイカ フランス領
アカディア

ケベック
モントリオール

スペイン領
中南米植民地

運営主体 北部植民地 本国政府 本国政府 本国政府 本国政府

参加植民地

マサチューセッツ、
プリマス、
コネティカット、
ニューヨーク

マサチューセッツ

マサチューセッツ、
コネティカット、
ロードアイランド、
ニューハンプシャー

マサチューセッツ、
コネティカット、
ロードアイランド、
ニューハンプシャー、
ニューヨーク

マサチューセッツ、
コネティカット、
ロードアイランド、
ニューハンプシャー、
ニューヨーク、
ニュージャージー、
ペンシルヴァニア、
メリーランド、
ヴァジニア

植民地人兵員数
（概数）

2300 人
＋先住民 60 人 200 人 1480 人 1500 人

＋先住民 150 人 3600 人

Harding 1991; Lyons, 2013; Leach 1973, 1986; Nagel 1992 などより作成
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は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
を
重
視
し
、
北
米
植
民
地
の
防
衛
と
軍
事
行
動
に
対
す
る
財
政
・
軍
事
援
助
を
拒
否
し
続
け
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
フ
ラ

ン
ス
遠
征
に
し
て
も
「
武
器
、
制
服
、
そ
の
他
の
商
品
」
が
あ
く
ま
で
「
贈
与
」
と
し
て
女
王
か
ら
下
賜
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
各
部
隊
の

輸
送
費
・
食
費
な
ど
の
諸
費
用
も
植
民
地
の
負
担
で
あ
っ
た）

48
（

。
他
方
、
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
を
受
け
、
西
イ
ン
ド
派
兵
で
は
、

早
く
も
一
七
四
〇
年
六
月
に
は
本
国
の
先
遣
部
隊
の
准
将
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
が
七
四
三
七
ポ
ン
ド
を
給
与
と
し
て
持
参
し
た
の
み
な
ら
ず
、

西
イ
ン
ド
行
軍
中
も
本
国
政
府
が
全
軍
の
食
費
・
輸
送
費
を
負
担
し
た
。
こ
の
よ
う
な
本
国
の
財
政
支
出
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
西
イ

ン
ド
派
兵
は
、
本
国
主
導
の
下
で
植
民
地
が
軍
事
活
動
を
受
け
持
つ
、
新
た
な
帝
国
戦
争
遂
行
形
態
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る）

49
（

。
軍
事
組
織
面
に
お
い
て
も
、
類
似
し
た
傾
向
は
見
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
で
は
、
全
軍
の
指
揮
は
イ
ギ
リ
ス

軍
の
将
軍
が
取
る
も
の
の
、
本
国
軍
と
植
民
地
軍
は
別
個
の
組
織
と
想
定
さ
れ
て
い
た）

50
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
西
イ
ン
ド
遠
征
で
は
、

一
七
三
九
年
一
二
月
の
遠
征
軍
の
部
隊
編
成
に
当
た
り
、
ア
メ
リ
カ
連
隊
は
カ
ス
カ
ー
ト
将
軍
指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
軍
一
大
隊
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
ま
た
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
に
お
い
て
は
、
北
米
各
植
民
地
が
中
隊
を
編
成
す
る
際
、
植
民
地
か
ら
選
抜
さ
れ
る
各

中
隊
の
将
校
（
大
尉
と
中
尉
）
に
対
し
て
も
、
国
王
か
ら
イ
ギ
リ
ス
軍
の
将
校
任
命
辞
令
（com

m
ission

）
が
交
付
さ
れ
る
規
定
が
設

け
ら
れ
、
初
め
て
組
織
面
で
も
北
米
植
民
地
に
本
国
体
制
上
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る）

51
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
西
イ
ン
ド
派
兵
に
際
し
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
北
米
植
民
地
兵
の
動
員
制
度
に
つ
い
て
注
意
し
た
い
の

は
、
実
際
に
は
明
確
な
制
度
的
規
定
を
欠
い
た
ま
ま
遠
征
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
西
イ
ン
ド
で
の
戦
役
終
了
後
、
遠

征
に
志
願
し
て
将
校
任
命
辞
令
を
付
与
さ
れ
て
い
た
北
米
植
民
地
人
将
校
の
う
ち
二
四
名
は
、
本
国
の
退
役
軍
人
に
支
給
さ
れ
る
半
給
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（half-pay

）
を
求
め
、
一
七
四
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
て
、
戦
争
省
に
請
願
し
て
い
る
。
戦
争
省
将
校
委
員
会
（T

he Board of 

General O
ffi  cers

）
の
調
査
の
末
に
受
給
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
当
初
、
北
米
植
民
地
人
将
校
は
正
式
な
身
分
規
定
を
欠
い
た
ま
ま

西
イ
ン
ド
派
兵
に
志
願
・
従
軍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
七
四
一
年
に
お
け
る
追
加
募
兵
の
際
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
督
ク
ラ
ー
ク

が
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
連
隊
と
同
じ
扱
い
を
せ
ね
ば
部
隊
が
集
ま
ら
な
い
」
な
ど
、
戦
時
中
か
ら
も
北
米
の
将
校
・

兵
卒
の
地
位
に
は
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
た）

52
（

。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
備
を
持
つ
動
員
制
度
が
策
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
海

軍
大
将
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
と
も
に
内
閣
特
別
委
員
会
で
制
度
設
計
を
担
当
し
た
上
記
の
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
一
七
三
九
年
末
に
西
イ
ン

ド
派
兵
に
関
す
る
複
数
の
政
策
提
言
書
を
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
な
ど
の
国
務
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
。
特
に
『
イ
ギ
リ
ス

植
民
地
か
ら
想
定
さ
れ
る
支
援
に
関
す
る
考
察
』（
同
一
一
月
、
以
下
『
考
察
』）
は
、
提
案
の
骨
格
か
ら
詳
細
（
制
服
の
支
給
場
所
や

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
除
外
等
）
ま
で
大
半
が
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
策
の

意
図
を
最
も
よ
く
示
す
史
料
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
書
で
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
過
去
の
北
米
植
民
地
の
軍
事
遠
征
を
検
討
し
、
植
民
地
兵
の
確
保
に
悲
観
的
な
見
通
し
を
示
し

て
い
る）

53
（

。
ま
ず
『
考
察
』
は
、
一
六
九
二
年
か
ら
一
七
〇
四
年
に
か
け
て
、
断
続
的
に
各
植
民
地
に
対
し
て
要
請
さ
れ
た
、「
兵
員
割
り

当
て
（Q

uota

）」
の
結
果
に
注
目
す
る
。
兵
員
割
り
当
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
カ
ナ
ダ
か
ら
植
民
地
辺
境
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
の
た

め
、
北
米
植
民
地
全
体
の
軍
事
的
要
衝
と
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
オ
ル
バ
ニ
ー
に
、
各
植
民
地
か
ら
一
定
数
の
守
備
兵
を
送
る
要
請
で

あ
っ
た
。
植
民
地
は
「
共
通
防
衛
に
寄
与
す
べ
き
」
で
あ
っ
た
も
の
の
、
兵
員
割
り
当
て
の
要
請
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
植
民
地
に
よ
っ
て

16（　）
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拒
絶
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
兵
員
割
り
当
て
は
、「
こ
の
植
民
地
は
海
洋
で
も
、
内
陸
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
も
（
敵
に
近
い
）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
」（
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
）
な
ど
と
し
て
自
衛
を
優
先
し
た
い
各
植
民
地
と
、
北
米
植
民
地
全
体
の
防
衛
の
た

め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
辺
境
防
備
に
固
執
す
る
本
国
政
府
と
の
間
で
思
惑
が
異
な
り
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
に
お
い
て
総
督
ニ
コ
ル
ソ
ン
と
代
議
会

の
間
で
厳
し
い
政
治
対
立
を
招
く
な
ど
、
各
植
民
地
域
外
へ
の
派
兵
要
請
の
困
難
さ
を
如
実
に
示
し
た
政
策
で
あ
っ
た）

54
（

。
ブ
レ
イ
デ
ン
の

言
う
よ
う
に
、
一
七
世
紀
以
来
、
本
国
か
ら
の
要
請
で
「
自
ら
の
植
民
地
の
境
界
を
越
え
て
」
進
軍
し
た
ケ
ー
ス
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス

遠
征
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
同
遠
征
の
場
合
、
あ
く
ま
で
「
近
隣
」
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
向
け
た
「
自
衛
」
と
い
う
植
民
地
自
身
の

利
益
と
い
う
明
確
な
目
的
が
存
在
し
た
。
そ
の
結
果
、
ブ
レ
イ
デ
ン
は
北
米
植
民
地
が
「
ス
ペ
イ
ン
領
西
イ
ン
ド
に
兵
を
出
す
と
は
思
え

な
い
」
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る）

55
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
ブ
レ
イ
デ
ン
が
『
考
察
』
の
翌
月
に
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
に
提
出
し
た
『
北
米
大
陸
に
将
軍
を
任
命

す
る
理
由
書
』（
以
下
『
理
由
書
』）
で
指
摘
す
る
帝
国
体
制
上
の
問
題
で
あ
っ
た）

56
（

。
す
な
わ
ち
「
国
王
は
イ
ギ
リ
ス
人
入
植
者
を
、
境
界

を
越
え
て
進
軍
さ
せ
る
権
限
を
持
た
な
い
」
た
め
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
隣
人
を
攻
撃
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
や
西
イ
ン

ド
の
ス
ペ
イ
ン
人
に
向
け
て
遠
征
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
デ
ン
の
指
摘
す
る
軍
事
動
員
に
関
す
る
本
国

政
府
の
強
制
力
の
欠
如
は
、
名
誉
革
命
後
、
帝
国
戦
争
に
対
処
す
る
た
め
に
多
く
の
植
民
地
に
軍
事
指
揮
権
を
持
つ
総
督
が
派
遣
さ
れ
た

一
方
で
、
募
兵
や
行
軍
に
必
要
な
財
政
支
出
権
、
さ
ら
に
志
願
兵
が
不
足
し
た
場
合
の
強
制
徴
募
（pressing

）
を
可
能
に
す
る
統
治
に

関
す
る
立
法
権
を
各
植
民
地
議
会
に
帰
属
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
体
制
特
有
の
状
況
に
起
因
し
て
い
た）

57
（

。
そ
も
そ
も
一
七
一
七
年
以
来
、
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長
期
に
わ
た
り
植
民
地
政
策
を
担
当
し
、
植
民
地
の
状
況
に
精
通
す
る
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
対
仏
戦
争
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
自

立
性
が
強
く
、
共
同
防
衛
体
制
を
構
築
で
き
な
い
北
米
植
民
地
の
統
治
体
制
改
革
が
必
要
と
の
立
場
で
あ
り
、
一
七
二
一
年
の
国
王
へ
の

通
商
拓
務
院
の
提
言
書
な
ど
で
北
米
全
域
の
軍
事
組
織
を
統
括
す
る
将
軍
職
の
設
置
な
ど
の
提
案
を
行
な
っ
て
い
た
。『
理
由
書
』
も
同

様
の
提
案
で
あ
り
、
ブ
レ
イ
デ
ン
は
大
西
洋
規
模
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
帝
国
戦
争
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
で
対
応
す
る
た
め
に
も
、

「
一
〇
万
人
の
民
兵
」
を
持
つ
北
米
植
民
地
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
将
軍
職
や
全
植
民
地
に
ま
た
が
る
植
民
地
議
会

（Plantation Parliam
ent

）
の
設
立
な
ど
北
米
植
民
地
の
統
治
改
革
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
で
あ
る）

58
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
西
イ
ン
ド
派
兵
に
お
け
る
植
民
地
動
員
制
度
は
、
以
上
の
よ
う
な
課
題
へ
の
応
急
的
な
対
処
を
目
的
と
し
、
既
存
の
体

制
を
維
持
し
た
ま
ま
、
植
民
地
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
可
能
性
の
あ
る
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
奨
励
策
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際
、
ブ
レ
イ
デ
ン
が
『
考
察
』
に
お
い
て
、
植
民
地
兵
の
動
員
の
た
め
に
第
一
に
挙
げ
る
の
は
、
制
度
の

整
備
で
は
な
く
、
総
督
が
各
植
民
地
議
会
に
「
呼
び
か
け
」、
西
イ
ン
ド
遠
征
に
向
け
て
軍
の
拠
出
を
「
推
奨
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

総
督
の
任
務
は
、
遠
征
が
「
彼
ら
の
利
益
と
国
王
の
利
益
に
な
る
」
と
植
民
地
議
会
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
遠
征
を
「
国
王
へ
の
特

別
な
任
務
」
と
し
、
一
定
の
見
返
り
の
付
与
を
示
唆
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る）

59
（

。
提
案
さ
れ
る
西
イ
ン
ド
派
兵
の
制
度
面
に
関
し
て

も
、
植
民
地
議
会
へ
の
配
慮
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。『
考
察
』
で
は
、
総
督
が
「
本
国
軍
の
下
で
軍
務
に
就
く
者
に
適
切
な
国
王
か

ら
の
報
酬
と
奨
励
」
を
植
民
地
議
会
に
約
束
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
ま
た
「
植
民
地
が
国
王
の
推
奨
に
従
っ
て
兵
を
送
る
な
ら
」、
集
合

場
所
に
着
い
て
以
後
は
「
陛
下
の
支
払
い
で
」「
制
服
、
食
糧
、
武
器
」
を
「
当
然
、
望
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。『
考
察
』
で
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は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
本
国
の
派
兵
経
費
支
出
は
、
派
兵
に
伴
う
植
民
地
の
財
政
負
担
を
極
力
減
ら
す
こ
と

で
、
各
植
民
地
議
会
の
協
力
を
得
る
意
図
を
含
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
四
〇
年
一
月
の
内
閣
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ

ス
ル
は
本
国
の
西
イ
ン
ド
派
兵
に
伴
う
諸
費
用
の
支
払
い
を
「
植
民
地
へ
の
配
慮
」
と
表
現
し
て
い
る
。
上
記
一
七
四
〇
年
一
月
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
で
は
、
集
合
場
所
ジ
ャ
マ
イ
カ
ま
で
の
食
費
と
輸
送
費
を
植
民
地
議
会
に
要
請
し
て
い
る
が
、
募
兵
開
始
後
も

各
総
督
は
揃
っ
て
、「
残
り
は
本
国
の
支
出
で
あ
り
」「
国
王
は
臣
民
を
思
っ
て
支
出
す
る
」（
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
）、「
人
び
と
に
一
つ
の
負
担

も
な
い
」（
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
）
な
ど
の
言
葉
を
用
い
て
植
民
地
議
会
に
協
力
を
求
め
て
お
り
、
行
政
官
の
間
で
は
こ
の
点
に
関
し
て

共
通
理
解
が
存
在
し
た）

60
（

。

　

本
国
政
府
が
奨
励
策
を
重
視
し
た
傾
向
は
、
兵
卒
の
動
員
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
レ
イ
デ
ン
は
『
考
察
』
に
お
い
て
、

北
米
に
は
「
不
確
定
期
間
に
自
ら
の
土
地
を
離
れ
る
よ
う
と
す
る
」
放
浪
者
や
失
業
者
が
少
な
く
、
兵
卒
の
動
員
が
難
し
い
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、「
利
益
に
よ
っ
て
」
軍
務
に
就
く
傾
向
の
あ
る
植
民
地
人
の
特
性
に
訴
え
、「（
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
）
略
奪
の
希
望
」
を
提
示
す

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
に
お
い
て
も
、
入
隊
す
れ
ば
、
本
国
か
ら
の
給
与
の
支
払
い
に
加

え
、「
敵
か
ら
奪
う
略
奪
品
」
の
分
け
前
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
奨
励
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る）

61
（

。
他
方
『
考
察
』
に
お
い
て
ブ
レ

イ
デ
ン
は
、
植
民
地
人
は
「
熟
知
し
た
指
導
者
な
し
に
は
知
ら
な
い
遠
征
先
に
は
い
か
な
い
」
た
め
に
、
志
願
兵
を
集
め
る
に
は
、
北
米

に
住
み
「
良
い
評
判
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
を
司
令
官
や
将
校
に
任
命
す
る
な
ど
、
植
民
地
の
社
会
慣
行
に
配
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
て

い
る
。
こ
の
点
も
具
体
化
さ
れ
た
。
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
で
は
、
植
民
地
人
動
員
の
提
案
者
で
も
あ
る
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
大
佐
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を
ア
メ
リ
カ
連
隊
の
指
揮
官
に
任
命
し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
お
い
て
マ
ル
バ
ラ
伯
の
下
で
主
計
長
官

を
務
め
た
後
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
総
督
と
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
政
策
な
ど
で
辣
腕
を
振
る
い
、
退
任
後
も
大
土
地
所
有
者
と
し
て
同
植
民

地
に
居
住
し
つ
つ
、
北
米
の
郵
政
副
長
官
も
務
め
た
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。
一
七
四
〇
年
四
月
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
が
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ

ド
に
送
付
し
た
書
簡
で
は
、「
遠
征
に
人
々
を
誘
う
た
め
」
国
王
が
「
植
民
地
人
の
利
益
に
鑑
み
」「
賢
明
な
る
配
慮
」
を
行
っ
た
結
果
、

「
二
五
年
間
北
米
に
居
住
し
、
北
米
に
財
産
を
持
つ
経
験
あ
る
将
校
」
と
し
て
人
々
の
信
用
を
集
め
る
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
を
任
命
し
た
と

各
地
で
説
明
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
に
は
「
略
奪
品
の
シ
ェ
ア
に
お
い
て
公
正
さ
を
保
つ
よ
う
」
イ
ギ
リ

ス
当
局
に
粘
り
強
く
主
張
で
き
る
な
ど
、
植
民
地
兵
と
本
国
の
仲
介
役
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。
募
兵
開
始
後
の
新
聞
の

宣
伝
で
も
「（
在
米
期
間
の
長
い
）
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
は
「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
君
は
彼
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は

あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
君
の
た
め
に
と
り
な
し
て
く
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
該
人
事
に
対
す
る
動
員
に
向
け
て
の
本
国
政
府
の
期
待

が
伺
え
よ
う
。
ま
た
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
で
は
、
各
総
督
に
対
し
て
、
宛
名
を
空
欄
に
し
た
辞
令
書
（blank com

m
ission

）
を
渡

す
こ
と
で
、
総
督
に
植
民
地
の
中
隊
将
校
へ
の
辞
令
交
付
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
法
も
「
住
民
な
い
し
は
住
民
が
よ
く
知

る
」
人
物
を
優
先
的
に
将
校
に
任
命
す
る
と
い
う
、
同
様
の
配
慮
に
基
づ
い
て
い
た）

62
（

。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
北
米
植
民
地
人
の
動
員
に
あ
た
り
、
植
民
地
人
に
配
慮
し
た
従
軍
奨
励
策
の
提
示
を
重
視
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
上
記
の
退
役
将
校
の
請
願
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
制
度
的
な
整
備
を
欠
落
さ
せ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
実
際
、
将
校
人
事
に
つ
い
て
も
、
植
民
地
社
会
で
の
著
名
度
に
基
づ
い
た
選
抜
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
従
軍
中
に
イ
ギ
リ
ス
軍

20（　）
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内
の
公
式
な
地
位
の
基
準
と
の
整
合
性
に
矛
盾
が
生
じ
、
政
策
の
目
的
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
。
例
え
ば
一
七
四
〇
年
六
月
に
ス
ポ
ッ
ツ

ウ
ッ
ド
が
急
死
す
る
と
、
現
職
の
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
総
督
グ
ー
チ
が
ア
メ
リ
カ
連
隊
の
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
だ
が
、
か
つ
て
グ
ー
チ
が
属

し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
で
の
階
級
が
大
尉
と
低
か
っ
た
た
め
、
グ
ー
チ
は
西
イ
ン
ド
遠
征
軍
で
は
、
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
に
予
定
さ
れ
た
陸
軍
准

将
（D

eputy Land Force Com
m
ander

）
の
地
位
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
西
イ
ン
ド
遠
征
中
も
、
グ
ー
チ
は
全
軍
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
戦
時
評
議
会
（Council of W

ar

）
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
初
の
制
度
の
狙
い
に
反
し
北
米
植
民
地
は
兵
の
処
遇

に
関
し
て
意
見
を
主
張
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
、
戦
役
に
従
事
し
た
の
で
あ
る）

63
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
植
民
地
か
ら
の
募
兵
に
際
し
て
本
国
政
府
が
重
視
し
た
の
は
、
西
イ
ン
ド
遠
征
へ
の
従
軍
を
促
す
た
め
に
植
民
地
人

の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
国
政
府
は
兵
の
人
的
資
源
供
給
地
と
し
て
人
口
増
加
の
著
し
い
北
米
植

民
地
に
着
目
し
つ
つ
も
、
植
民
地
が
広
範
な
自
治
権
を
持
ち
、
合
法
的
命
令
に
よ
る
軍
事
動
員
が
困
難
で
あ
る
制
度
的
現
実
に
直
面
し

た
。
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
り
わ
け
通
商
拓
務
院
の
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
取
り
う
る
選
択
肢
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
か

ら
の
略
奪
、
本
国
政
府
に
よ
る
兵
の
給
与
の
提
供
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
地
位
な
ど
、
北
米
植
民
地
人
に
対
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
大
西
洋
帝
国
に

お
け
る
機
会
」
を
開
放
し
、
自
発
的
な
戦
争
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る）

64
（

。
も
っ
と
も
ブ
レ
イ
デ
ン
の
要

望
し
た
植
民
地
統
治
体
制
改
革
は
以
後
も
行
わ
れ
ず
、
暫
定
的
な
奨
励
策
方
式
と
本
国
の
財
政
支
援
に
よ
る
北
米
植
民
地
人
の
軍
事
動
員

は
、
七
年
戦
争
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
動
員
政
策
は
現
実
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で

検
討
し
た
い
。
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第
二
章　

本
国
の
派
兵
要
請
に
対
す
る
北
米
植
民
地
の
対
応

　

本
章
で
は
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
に
伴
う
北
米
植
民
地
へ
の
派
兵
要
請
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
植
民
地
側
が
対
応
し
た
の
か
を
検
討
し

た
い
。
一
七
四
〇
年
四
月
二
五
日
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
承
認
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
連
隊
（M

ajor General A
lexander Spotsw

ood’s 

43
rd Regim

ent of Foot
）
は
、
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
三
〇
中
隊
、
各
一
〇
〇
人
の
兵
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
各
中
隊
で
は
将
校

と
し
て
大
尉
（captain

）
と
、
中
尉
（lieutenant

）
が
指
揮
に
当
た
り
、
下
級
将
校
と
し
て
、
少
尉
（ensign

）、
軍
曹
（sergeants

）、

伍
長
（corporal

）、
鼓
笛
隊
長
（drum

m
er

）
が
任
命
さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
た）

65
（

。
ま
ず
北
米
全
体
に
お
け
る
募
兵
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観

し
よ
う
。

　

北
米
で
の
募
兵
の
開
始
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
四
〇
年
四
月
に
本
国
政
府
か
ら
北
米
各
植
民
地
政
府
に
送
ら
れ
た
、
西
イ
ン
ド
派
兵
要

請
の
概
略
を
示
し
た
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
書
で
あ
っ
た
。
同
指
令
書
で
は
、
各
植
民
地
総
督
に
対
し
て
、
各
植
民
地
に
割
り
当

て
ら
れ
た
部
隊
を
集
め
、
九
月
初
頭
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
送
り
出
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
責
任
は
各
総
督
に
委
ね
ら
れ
た
。
指
令
書
に

は
上
記
の
奨
励
の
ほ
か
「
で
き
る
だ
け
早
く
／
多
く
」
と
い
う
以
上
の
指
示
は
な
く
、
任
務
の
遂
行
方
法
は
総
督
の
裁
量
で
あ
っ
た
。
同

年
六
月
半
ば
に
は
、
先
行
的
に
西
イ
ン
ド
遠
征
隊
の
准
将
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
が
北
米
に
到
着
し
、
各
植
民
地
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

の
追
加
指
令
書
と
と
も
に
、
将
校
任
命
辞
令
の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
割
り
当
て
部
隊
数
を
通
知
し
た
（
表
２
参
照）

66
（

）。
各
地
の
総
督
は
四
月

か
ら
六
月
の
間
も
募
兵
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
後
述
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
を
は
じ
め
、
複
数
の
植
民
地
に
お
い
て
、
六
月
の
将
校

22（　）
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任
命
辞
令
ま
た
は
部
隊
数
の
確
定
を
も
っ
て
、
本
格
的
な
募
兵
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

各
植
民
地
総
督
に
と
っ
て
西
イ
ン
ド
派
兵
事
業
に
は
、
①
将
校
と
志
願
兵
の
確
保
、
②
植
民
地
議
会

（
特
に
代
議
会
）
と
の
折
衝
と
い
う
、
お
よ
そ
二
つ
の
任
務
が
存
在
し
た
。
ま
ず
各
総
督
が
取
っ
た
基
本

的
な
募
兵
方
法
は
、
志
願
兵
募
集
を
周
知
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
月
の
指
令
書
の
到
着
後
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
各
首
都
で
植
民
地
政
府
が
パ
レ
ー

ド
と
集
会
に
よ
る
宣
戦
布
告
記
念
行
事
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
総
督
が
群
集
に
向
け
て
募
兵
宣
言
を
行
っ

た
。『
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
政
庁
に
詰
め
か
け
た
群
衆
の
歓
呼
の
中
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
ベ
ル
チ
ャ
ー
は
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
を
本
国
の
「
光
栄
あ
る
事
業
」
と
呼
び
、
遠
征
軍

へ
の
志
願
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
他
の
植
民
地
で
は
、
各
総
督
は
参
事
会
に
報
告
し
た
上
で
、
募
兵
宣
言

を
公
式
に
発
布
し
、「
国
王
の
志
願
兵
募
集
宣
言
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
で
出
版
」
と
あ
る
よ
う
に
ビ
ラ
や
新
聞
な
ど
の
出
版
物
を
使
っ
て
宣
伝
が

な
さ
れ
た）

67
（

。
ま
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド

で
は
、
総
督
が
各
地
区
の
民
兵
隊
長
に
対
し
て
自
分
の
部
隊
の
兵
を
勧
誘
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
多

く
の
北
米
植
民
地
に
お
い
て
は
、
民
兵
隊
は
平
時
に
お
け
る
地
域
社
会
の
社
交
活
動
の
場
と
な
っ
て
お

り
、
既
存
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
兵
の
勧
誘
に
有
効
に
働
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る）

68
（

。 
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表 2　各植民地の拠出

　 ニューハン
プシャー

マサチュー
セッツ

ロードアイ
ランド

コネティ
カット

ニューヨー
ク

ニュー
ジャージー

ペンシル
ヴァニア

メリーラン
ド

ヴァジニア ノースカロ
ライナ

割り当て
兵員数 100 400 200 300 500 300 400 300 400 400

議会による
拠出費用 £2000 £17500 £2000 £4000 £2500 £2000 なし £500 £5000 £1200

典拠は表 1に同じ

一
一
〇
五



　

た
だ
し
、
募
兵
に
際
し
て
直
接
住
民
に
働
き
か
け
る
実
務
を
担
っ
た
の
は
、
各
植
民
地
の
中
隊
の
将
校
（
大
尉
）
候
補
者
で
あ
っ
た
。

前
章
で
見
た
よ
う
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
書
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
連
隊
の
将
校
任
命
辞
令
の
交
付
権
限
を
各
総
督
に
委
任
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
各
植
民
地
総
督
は
、
将
校
候
補
者
を
指
名
し
て
募
兵
許
可
（beat up

）
を
与
え
、
彼
ら
が
中
隊
の
定
員

一
〇
〇
名
の
兵
卒
を
集
め
た
後
に
、
辞
令
を
交
付
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
、
一
七
世
紀
末
の
帝
国
戦
争
開
始
以
来
、
志
願
兵
制

度
を
導
入
し
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
植
民
地
で
動
員
の
効
率
化
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
手
法
で
あ
っ
た
が
、
西
イ
ン
ド
派
兵
に
際
し

て
他
の
地
域
で
も
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る）

69
（

。
た
だ
し
各
地
で
将
校
候
補
者
の
指
名
方
法
は
異
な
り
、
募
兵
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
は
、
総
督
と
参
事
会
が
社
会
的
影
響
力
に
期
待
し
て
軍
歴
や
植
民
地
政
府

官
職
を
持
つ
有
力
家
門
の
人
物
を
将
校
に
指
名
し
、
彼
ら
が
主
に
地
元
で
の
募
兵
活
動
に
従
事
し
た
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
前

総
督
の
息
子
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
・
郡
の
上
級
シ
ェ
リ
フ
の
職
に
あ
っ
た
コ
ス
ビ
ー
が
「
高
給
を
放
棄
し
て
」
従
軍
し
て
い
る
。
他
方
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
、
政
治
家
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
定
数
を
上
回
る
複
数
の
将
校
候
補
者
が
、
中
隊
の

定
員
数
を
集
め
れ
ば
将
校
任
命
辞
令
を
付
与
す
る
と
の
指
示
を
受
け
た
。
こ
の
場
合
、「
本
国
か
ら
の
給
与
そ
の
他
の
利
益
」
の
た
め
、

「
兵
を
集
め
る
の
に
何
百
ポ
ン
ド
と
使
っ
た
」
と
い
う
将
校
候
補
者
の
証
言
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
リ
チ
ャ
ー
ズ
）
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
イ
ギ
リ
ス
軍
将
校
の
地
位
を
得
る
た
め
、
将
校
候
補
者
は
私
財
を
投
入
し
て
募
兵
を
行
な
っ
て
い
る）

70
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
北
米
の
派
兵

事
業
に
お
い
て
、
募
兵
の
責
任
は
将
校
志
願
者
に
よ
っ
て
も
分
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

各
総
督
が
も
う
一
つ
重
要
な
任
務
と
し
た
の
は
、
遠
征
諸
費
用
の
確
保
と
募
兵
に
関
わ
る
諸
立
法
措
置
を
求
め
た
植
民
地
議
会
と
の
折

24（　）
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衝
で
あ
っ
た
。
最
も
重
要
な
任
務
は
、
上
記
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
書
に
お
い
て
、
各
植
民
地
に
自
部
隊
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
ま
で
の
維
持

費
と
輸
送
費
を
拠
出
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
各
総
督
は
財
政
支
出
権
を
持
つ
代
議
会
と
折
衝
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
っ
た）

71
（

。
加
え
て
上
記
の
よ
う
に
北
米
植
民
地
で
は
、
一
七
世
紀
末
以
来
、
志
願
兵
の
確
保
の
た
め
に
従
軍
奨
励
金
制
度
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
総
督
は
奨
励
金
に
つ
い
て
も
代
議
会
に
支
出
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
な

ど
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
志
願
兵
の
不
足
を
見
越
し
て
貧
困
層
を
集
め
る
た
め
に
も
、
債
務
者
の
逮
捕
免
除
や
免
税
措
置
な
ど
の
立
法
措

置
が
必
要
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た）

72
（

。
こ
う
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
ベ
ル
チ
ャ
ー
が
「
議
会
が
何
も
し
な
か
っ
た
ら
遠
征
は
終
了
す

る
」（
一
七
四
〇
年
七
月
七
日
）
と
言
う
よ
う
に
、
各
植
民
地
議
会
も
募
兵
に
お
い
て
大
き
な
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

73
（

。

　

以
上
、
北
米
植
民
地
に
お
け
る
西
イ
ン
ド
派
兵
の
募
兵
の
概
略
を
確
認
し
た
が
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
従
来
の
研
究
が
言
う
よ
う
に
、

①
に
つ
い
て
は
、
水
夫
の
強
制
徴
募
で
見
ら
れ
た
民
衆
反
乱
の
よ
う
な
本
国
の
軍
事
動
員
へ
の
強
い
反
発
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
植
民
地

で
募
兵
運
営
は
順
調
に
進
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
北
米
植
民
地
で
は
一
七
三
九
年
以
来
、
ス
ペ
イ
ン
―
イ
ギ
リ
ス
間
の
対
立
に
対
す
る
関
心

は
高
く
、
同
年
一
一
月
の
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
提
督
の
艦
隊
に
よ
る
西
イ
ン
ド
へ
の
遠
征
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
ポ
ル
ト
ベ
ロ
攻
略
の
以
前

に
ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
新
聞
が
攻
撃
先
の
予
想
を
す
る
な
ど
部
隊
の
動
向
を
逐
一
追
い
、
攻
略
の
成
功
は
「
三
百
万
ピ
ー
ス
オ

ブ
エ
イ
ト
の
賠
償
金
」
と
い
っ
た
扇
情
的
な
表
現
を
用
い
て
熱
狂
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
一
七
三
九
年
九
月
に
北
米
植
民
地
に
も

私
掠
が
解
禁
さ
れ
て
か
ら
は
、
新
聞
に
も
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
略
奪
の
成
果
が
華
々
し
く
掲
載
さ
れ
た
。
例
え
ば
、『
ボ
ス
ト
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
で
は
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
私
掠
船
が
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
で
敵
に
気
づ
か
れ
つ
つ
も
「
一
人
一
〇
〇
ポ
ン
ド
は
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下
ら
な
い
」
利
益
を
得
た
（
一
二
月
六
日
―
一
三
日
号
）「
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
私
掠
船
が
ド
ミ
ニ
カ
で
ス
ペ
イ
ン
船
を
拿
捕
。

一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
」（
三
月
一
三
日
―
二
〇
日
号
）
な
ど
と
報
告
さ
れ
て
い
る）

74
（

。
こ
う
し
た
世
論
の
中
で
、
略
奪
、
給
与
、
昇
進
な
ど
「
イ

ギ
リ
ス
大
西
洋
帝
国
に
お
け
る
機
会
」
は
、
各
地
で
反
響
を
呼
ん
だ
。
一
七
四
〇
年
五
月
に
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
志
願
兵
の
募
集
開

始
」「
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
活
発
な
募
兵
活
動
」
と
各
地
の
自
発
的
な
募
兵
活
動
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
植
民
地
人
の
高
揚
し

た
雰
囲
気
に
つ
い
て
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
国
（
※
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
）
で
数
多
く
の
人
が
従
軍
す
る
決
意
を
し
、
こ
の
町
（
※

ボ
ス
ト
ン
）
か
ら
も
兵
士
と
し
て
兵
籍
登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
く
」
と
の
新
聞
の
表
現
か
ら
も
伺
え
よ
う）

75
（

。
結
果
と
し
て
も
、
同

年
九
月
の
遠
征
出
発
時
に
す
べ
て
の
植
民
地
が
兵
員
割
り
当
て
数
を
満
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
編
成
さ
れ
た
部
隊
数
が
本
国
政
府
の
想
定
を
超
え
、
複
数
の
部
隊
が
解
散
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
イ
ン
ド
派
兵
が
提
供
す
る
「
イ
ギ
リ
ス
軍
将
校
」
の
地
位
を
得
る
機
会
も
大
き
く
作
用
し
た
。

い
く
つ
か
の
植
民
地
総
督
が
「
将
校
任
命
辞
令
が
得
ら
れ
る
確
証
が
あ
れ
ば
」
さ
ら
に
多
く
の
兵
員
が
集
ま
っ
た
と
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に

報
告
す
る
よ
う
に
、
兵
卒
を
集
め
、
辞
令
を
得
よ
う
と
す
る
将
校
候
補
者
が
本
国
政
府
の
想
定
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
は
一
つ
の
将
校
任
命
辞
令
を
め
ぐ
っ
て
二
人
の
候
補
者
が
争
い
、
候
補
者
の
一
人
フ
ァ
ー
マ
ー
が
「
他
の
部
隊
に

い
る
の
と
同
じ
氏
名
が
一
二
人
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
す
で
に
登
録
し
た
人
九
人
」
な
ど
兵
員
の
水
増
し
を
行
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た）

76
（

。

　

ま
た
②
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
総
督
と
の
対
立
か
ら
輸
送
費
・
食
費
と
従
軍
奨
励
金
の
拠
出
を
拒
否
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
以

外
に
つ
い
て
は
、
代
議
会
は
部
隊
の
維
持
費
・
輸
送
費
を
拠
出
し
て
お
り
、「
深
刻
な
対
立
は
な
か
っ
た
」（
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
）と
い
う
従
来
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の
評
価
は
誤
り
で
は
な
い（
表
２
）。
総
督
の
派
兵
要
請
に
対
し
て
は
、
各
植
民
地
の
代
議
会
が
「
陛
下
の
最
も
忠
実
で
孝
行
な
臣
民
」
は
、

「
陛
下
が
悦
ば
し
く
も
お
求
め
に
な
っ
た
こ
と
に
応
じ
る
」（
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
）
な
ど
と
肯
定
的
な
返
答
を
し
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
代
議
会

す
ら
「
王
へ
の
臣
従
と
愛
情
の
証
明
」、「
王
の
指
令
を
実
行
す
る
情
熱
を
示
す
」
な
ど
の
表
現
で
遠
征
に
は
賛
意
を
表
明
し
て
い
る）

77
（

。
こ

う
し
た
表
現
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
形
式
上
は
、
各
植
民
地
に
は
本
国
の
要
請
に
応
じ
る
こ
と
を
植
民
地
の
帝
国
体
制
上

の
義
務
と
す
る
理
解
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
派
兵
要
請
へ
の
肯
定
的
な
対
応
を
促
し
て
い
た
。
一
七
〇
一
年
に
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
代
議
会
が
本

国
政
府
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
派
兵
要
請
を
拒
否
し
た
際
に
は
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
総
督
は
「
こ
の
国（
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
）の
人
々
は
ほ
と
ん

ど
が
現
地
生
ま
れ
で
、
…
彼
ら
は
他
の
世
界
に
関
わ
る
と
い
う
考
え
を
全
く
持
た
な
い
」
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
植
民
地
議
会
の
示
す
義
務
意
識
の
言
説
は
、
名
誉
革
命
後
、
帝
国
内
各
地
と
北
米
と
の
通
商
増
大
や
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
流
入
に
よ
っ

て
成
長
し
た
、
自
ら
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
員
と
す
る
意
識
の
広
が
り
の
所
産
だ
と
言
え
よ
う）

78
（

。
も
っ
と
も
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
総
督

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
宛
て
て
「（
派
兵
に
よ
っ
て
）母
国
イ
ギ
リ
ス
に
今
ま
で
よ
り
貢
献
で
き
る
可
能
性
は
高
い
。喜
ん

で
王
令
に
応
じ
る
証
拠
を
示
し
、植
民
地
議
会
の
請
願（
※
植
民
防
衛
用
軍
需
品
の
送
付
）を
お
願
い
す
る
」と
訴
え
る
よ
う
に
、
植
民
地

議
会
の
派
兵
要
請
へ
の
肯
定
的
対
応
は
、
本
国
か
ら
得
ら
れ
る
物
質
的
利
益
や
政
治
的
配
慮
へ
の
期
待
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
も
確
実

で
あ
る）

79
（

。こ
の
点
は
次
章
で
再
び
取
り
上
げ
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
植
民
地
全
体
が
本
国
の
要
請
に
積
極
的
に
応
じ
た
と
い
う
従
来
の
見
解
に
は
、
一
定
の
留
保

が
必
要
と
な
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
督
ク
ラ
ー
ク
が
一
七
四
〇
年
七
月
二
五
日
に
「
人
び
と
に
は
当
初
は
熱
気
が
あ
り
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ま
し
た
が
、
遠
征
が
行
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
攻
撃
す
る
前
に
和
平
が
結
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
…
な
ど
の
不
安
か
ら
、
次
第
に
冷

め
ま
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
、
植
民
地
人
の
西
イ
ン
ド
派
兵
へ
の
賛
同
は
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
た）

80
（

。
実
際
に
同
時
期
に
な
る
と
複
数
の

植
民
地
で
入
隊
者
の
不
足
が
語
ら
れ
て
お
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
、
募
兵
に
難
儀
し
た
将
校
候
補
者
が
奉
公
人
や
年
少
者
を
入
隊

さ
せ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
、
政
府
に
不
平
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る）

81
（

。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
な
た
め

に
、
別
稿
で
再
度
論
じ
た
い
。
以
下
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
い
の
は
、
②
で
あ
る
。
確
か
に
す
べ
て
の
植
民
地
議
会
は
総
督
の
要
請
に
応

じ
た
も
の
の
、
各
議
会
の
対
応
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
対
応
に
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
の
極
に
は
、
植

民
地
政
府
と
議
会
が
一
致
し
て
積
極
的
に
派
兵
要
請
に
応
じ
た
植
民
地
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
配
下
で
あ
っ
た
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
海
事
裁
判
所
判
事
シ
ャ
ー
リ
は
、「
公
共
利
益
へ
の
熱
意
」
が
大
き
い
例
と
し
て
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
と
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
を
報
告
し
て
い
る
。
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
代
議
会
は
、
総
督
お
よ
び
参
事
会
と
協
力
し
て
遠
征
委
員
会
を
組
織
し
、
五
月
に
は

入
隊
者
に
は
三
ポ
ン
ド
の
奨
励
金
と
軍
役
免
除
特
権
を
与
え
る
募
兵
法
を
制
定
し
た
。
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
代
議
会
の
場
合
も
同
様
に
、
五

月
に
奨
励
金
を
支
出
し
た
ほ
か
、
七
月
に
「
遠
征
支
援
法
」
を
制
定
し
、
部
隊
に
供
給
す
る
食
料
が
徴
発
で
き
な
い
場
合
、
住
民
か
ら
の

差
し
押
さ
え
も
許
可
し
て
い
る）

82
（

。
こ
の
よ
う
な
総
督
と
代
議
会
の
協
調
は
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
代
議
会
の
よ
う

に
、
派
兵
に
賛
同
し
つ
つ
も
総
督
の
要
請
に
は
慎
重
な
反
応
を
示
し
た
議
会
も
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
総
督
ク
ラ
ー

ク
が
「
わ
ず
か
な
量
で
も
議
会
に
拠
出
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と
言
う
よ
う
に
、
同
植
民
地
の
代
議
会
は
遠
征
に
賛
成
す
る
決
議
を
行
い
、
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食
費
・
輸
送
費
の
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド
は
支
出
し
た
も
の
の
、
従
軍
奨
励
金
の
拠
出
は
拒
ん
だ）

83
（

。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
も
総
督
モ
リ
ス
が

代
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
得
る
の
に
難
儀
し
た
。
同
議
会
は
遠
征
に
対
し
て
明
確
な
態
度
を
取
ら
ず
、
モ
リ
ス
が
再
三
に
わ
た
っ
て
要
請

し
、
よ
う
や
く
七
月
末
に
輸
送
費
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
拠
出
を
確
約
し
た
。
そ
れ
も
他
の
予
算
の
振
替
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
確
保
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
代
議
会
は
部
隊
の
出
発
を
控
え
た
八
月
に
な
っ
て
も
「
船
の
手
配
や
そ
の
他
の
物
資
の
手
配
を
何
も
せ
ず
」、
派
兵
そ
の

も
の
が
頓
挫
す
る
寸
前
と
な
っ
た
。
モ
リ
ス
は
本
国
政
府
に
、「
彼
ら
は
強
い
言
葉
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
正
面
か
ら
否
定
し
よ
う

と
は
し
な
い
。
し
か
し
実
行
し
よ
う
と
す
る
気
配
も
な
い
」
と
述
べ
、
代
議
会
が
遠
征
へ
の
協
力
に
取
る
不
可
解
な
態
度
に
困
惑
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
両
植
民
地
で
は
、「
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
ら
れ
れ
ば
、
王
の
ご
恩
顧
が
受
け
ら
れ
る
」
な
ど
、
総
督
は
遠
征
が

も
た
ら
す
利
益
を
訴
え
て
、
代
議
会
の
説
得
に
当
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）

84
（

。
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
他
方
の
極
に
、
代
議
会

が
総
督
の
要
請
に
強
硬
に
反
対
し
、
西
イ
ン
ド
派
兵
が
植
民
地
の
政
治
を
二
分
す
る
問
題
へ
と
発
展
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
が
存
在
し

た
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
総
督
の
西
イ
ン
ド
派
兵
へ
の
協
力
要
請
に
対
す
る
植
民
地
議
会
の
対
応
に
は
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
言
え
る
の
は
、
代
議
会
の
対
応
に
は
各
植
民
地
の
既
存
の
政
治
状
況
が
作
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ

ジ
ニ
ア
の
植
民
地
議
会
は
派
兵
要
請
に
積
極
的
に
応
じ
た
が
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
は
総
督
グ
ー
チ
の
政
治
手
法
が
寄
与
し

て
い
た
と
い
う
。
大
タ
バ
コ
プ
ラ
ン
タ
ー
層
が
地
方
政
治
を
支
配
す
る
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
は
、
一
八
世
紀
初
頭
以
来
、
代
議
会
は
、
経
済
規

制
を
求
め
る
本
国
の
政
策
を
履
行
し
よ
う
と
す
る
歴
代
の
総
督
と
対
立
し
た
が
、
グ
ー
チ
は
一
七
二
七
年
に
着
任
す
る
と
、
本
国
の
要
望
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を
推
奨
し
つ
つ
、
大
プ
ラ
ン
タ
ー
層
の
利
害
に
配
慮
し
た
政
策
を
取
る
こ
と
で
安
定
し
た
政
治
状
況
を
現
出
さ
せ
て
い
た
。
グ
ー
チ
は

一
七
三
九
年
の
開
戦
以
前
か
ら
帝
国
防
衛
の
必
要
性
を
代
議
会
に
理
解
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
ス
ム
ー
ズ
に
西
イ
ン
ド
派
兵
へ
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る）

85
（

。
他
方
、
カ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
遠
征
費
用
を
十
分
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
督
ク

ラ
ー
ク
は
、
す
で
に
代
議
会
内
で
の
政
治
工
作
に
失
敗
し
て
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
一
七
三
八
年
に
は
、
従
来
敵
対
し
て
い
た
旧
検
事
総

長
モ
リ
ス
派
を
優
遇
し
、
そ
の
結
果
、
一
七
三
九
年
の
選
挙
で
勝
利
し
た
、
本
来
の
自
派
閥
で
あ
る
前
総
督
コ
ス
ビ
ー
派
と
の
関
係
を
悪

化
さ
せ
て
い
た）

86
（

。
こ
の
よ
う
な
代
議
会
と
総
督
の
間
の
既
存
の
政
治
対
立
は
多
く
の
植
民
地
に
存
在
し
て
お
り
、
代
議
会
の
遠
征
へ
の
姿

勢
に
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
地
の
植
民
地
議
会
は
総
督
と
対
立
し
て
い
て
も
、
最
終
的
に
は
本
国
の
要
請
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
む
し
ろ
代
議
会
の
振
幅
の
あ
る
対
応
は
、
軍
事
遠
征
が
持
つ
複
数
の
意
味
合
い
を
考
慮
し
、
承
服
で
き
な
い
部
分
を
拒
ん
だ
結
果
と

し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
代
議
会
は
、
一
七
四
〇
年
八
月
四
日
に
総
督
ベ
ル
チ
ャ
ー

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
と
兼
任
）
の
派
兵
要
請
に
応
じ
つ
つ
も
、
植
民
地
の
負
担
の
大
き
さ
か
ら
派
兵
に

消
極
的
と
も
解
釈
で
き
る
前
文
を
声
明
に
添
付
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
翌
日
、
参
事
会
は
議
事
録
か
ら
こ
の
前
文
を
消
す
よ
う
に
要
望

し
て
い
る
。
代
議
会
の
議
長
は
「
前
文
を
付
す
の
は
下
院
の
権
利
」
と
反
論
し
つ
つ
も
、「
参
事
会
と
の
争
い
を
避
け
る
た
め
」、
ま
た
「
陛

下
が
お
喜
び
に
な
る
特
別
な
事
態
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
」
こ
の
要
望
に
応
じ
て
い
る）

87
（

。
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
代
議
会
に
は
西
イ
ン

ド
派
兵
の
要
請
に
は
容
易
に
承
諾
で
き
な
い
部
分
が
存
在
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
賛
成
の
意
志
表
示
を
す
る
こ
と
で
、
本
国
政
府
と
の
関
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係
を
保
つ
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
、
総
督
と
代
議
会
の
交
渉
過
程
が
よ
り
詳
細
に
判
明
す

る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
事
例
を
見
て
、
代
議
会
が
西
イ
ン
ド
派
兵
要
請
に
当
た
り
、
い
か
な
る
問
題
を
考
慮
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え

た
い
（
下
に
続
く
）。

註（
1
）　

渋
谷
聡
「
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
と
国
家
形
成
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
体
系
・
宗
派
化
・
戦
争
―
」『
西
洋
史
学
』
二
三
八
、二
〇
一
〇

年
、
五
一
―
六
一
頁；

大
久
保
桂
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
軍
事
革
命
」
論
の
射
程
」『
思
想
』
八
八
一
号
、
一
九
九
七
年
、
一
五
一
―
一
七
一
頁；

丸
畠

宏
太
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
へ
―
ド
イ
ツ
の
戦
争
・
軍
隊
・
社
会
に
関
す
る
近
年
の
研
究
か
ら
―
」『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
七
、

二
〇
一
四
年
、
一
九
―
三
三
頁
。 

財
政
軍
事
国
家
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ュ
ア 

、
大
久
保
桂
子
訳
『
財
政
＝
軍
事
国
家
の
衝

撃　

戦
争
・
カ
ネ
・
イ
ギ
リ
ス
国
家　

1688

－1783

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）；

坂
本
優
一
郎
『
投
資
社
会
の
勃
興
―
財
政
金
融
革
命

の
波
及
と
イ
ギ
リ
ス
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）。
複
合
政
体
と
財
政
軍
事
国
家
の
関
係
に
関
す
る
新
た
な
研
究
と
し
て
は
、
古
谷
大

輔
「
財
政
軍
事
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
複
合
政
体
と
多
国
籍
性
―
コ
イ
エ
ッ
ト
家
の
事
例
を
中
心
に
」
秋
田
茂
・
桃
木
至
朗
編
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
と
戦
争
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、
二
一
七
―
二
四
二
頁
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
形
成
と
戦
争
に
つ
い
て
は
、

D
on H

igginbotham
, “W

ar and State Form
ation in Revolutionary A

m
erica, Em

pire and N
ation,” Eliga H

. Gould and Peter S. 
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O
nuf eds., E

m
pire and N

ation; T
he A

m
erican R

evolution and T
he A

tlantic W
orld, the Johns H

opkins U
niversity Press., 

Baltim
ore, 2005, 54-71; M

ax M
. Edling, A

 R
evolution in Favor of G

overnm
ent: O

ringins of the U
.S.Constitution and the 

M
aking of the A

m
eican State, O

xford U
niversity Press, O

xford, 2003

を
参
照
。

（
2
）　

戦
争
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ブ
リ
ュ
ワ
上
掲
書
の
他
、
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
、
川
北
稔
監
訳
『
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
誕
生
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）；K

athleen W
ilson, T

he Sense of the People: Politics, Culture and Im
perialism

 in E
ngland, 1715-1785, 

Cam
bridge U

niversity Press, Cam
bridge, 1998; Eliga H

. Gould, “A
 V

irtual N
ation: Greater Britain and the Im

perial Legacy of 

the A
m
erican Revolution,” T

he A
m

erican H
istorical R

eview
 

（
以
下A

H
R

）, 104-2, 1999, 476-489; Stephen Conw
ay, “W

ar and 

N
ational Identity in the M

id-Eighteenth Century British Isles,” E
nglish H

istorical R
eview

, 2001, 863-893

な
ど
を
参
照
。

（
3
）　

イ
ギ
リ
ス
の
海
賊
や
私
掠
船
を
専
門
と
す
る
薩
摩
真
介
を
除
け
ば
、
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
で
は
帝
国
戦
争
と
い
う
側
面
へ
の
関
心
は
薄
い
。

例
え
ば
、
渋
谷
論
文
、
近
年
の
軍
事
史
の
共
同
研
究
で
あ
る
坂
口
修
平
・
丸
畠
宏
太
編
著
『
軍
隊
』﹇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究
一
二
﹈（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
九
年
）、
研
究
史
を
扱
う
佐
々
木
真
「
戦
争
の
「
歴
史
」
を
考
え
る
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
・
近
代
を
中
心
に
」『
日
本
歴
史
学
協
会
年
報
』

三
五
、二
〇
二
〇
年
、
一
一
―
二
四
頁
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外
を
舞
台
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
戦
争
へ
の
言
及
は
な
い
。
古
谷
、
前
掲
論
文
は
ア

ジ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
戦
争
に
言
及
す
る
が
、
帝
国
戦
争
自
体
を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
丸
畠
宏
太
「
フ
ラ
ン
ス
革
命

戦
争
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
へ
」
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
側
面
を
指
摘
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
薩
摩
に
つ
い
て
は
、『〈
海
賊
〉
の

大
英
帝
国
―
掠
奪
と
交
易
の
四
百
年
史
―
』
講
談
社
、
二
〇
一
八
年；

「
儲
か
る
戦
争
―
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
海
戦
支
持
の
言
説
と
党
派
抗
争
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一
七
〇
一
一
―
一
七
一
三
」『
歴
史
学
研
究
』
九
〇
三
、二
〇
一
三
年
、
二
九
―
五
〇
頁；

「『
自
由
な
貿
易
』
か
征
服
か
―
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
の
対
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ
貿
易
構
想
と
植
民
計
画
―
」
川
分
圭
子
・
玉
木
俊
明
編
著
『
商
業
と
異
文
化
の
接
触
―
中
世
後
期
か
ら
近
代

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
商
業
の
生
成
と
展
開
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
三
三
五
―
三
六
七
頁
な
ど
を
参
照
。

（
4
）　

七
年
戦
争
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
研
究
と
し
て
以
下
を
参
照
。Fred A

nderson, Crucible of W
ar: T

he Seven 

Y
ears’ W

ar and the Fate of E
m

pire in British N
orth A

m
erica, 1754-1766, V

intage Books, N
ew

 Y
ork, 2000; W

arren R. 

H
ofstra, ed., Cultures in Confl ict: T

he Seven Y
ears’ W

ar in N
orth A

m
erica, Row

an and Littlefi eld, Lanham
, 2007; Gregory 

Evans D
ow

d, W
ar under H

eaven: Pontiac, the Indian N
ations and the British E

m
pire, the Johns H

opkins U
niversity Press, 

Baltim
ore 2002; Eric H

inderaker, E
lusive E

m
pires: Constructing Colonialism

 in the O
hio V

alley, 1673‒1800, Cam
bridge 

U
niversity Press, N

ew
 Y

ork, 1997. 

ま
た
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
七
年
戦
争
後
の
ス
ペ
イ
ン
帝
国
再
編
が
地
域
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
扱
う
、

安
村
直
己
「
帝
国
に
お
け
る
「
中
心
」
と
「
周
縁
」」
濱
下
武
志
・
川
北
稔
編
『
支
配
の
地
域
史
』﹇
地
域
の
世
界
史
一
一
﹈（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
は
、
帝
国
戦
争
の
持
つ
意
味
を
考
え
る
上
で
有
益
で
あ
る
。
セ
レ
ス
キ
ー
は
七
年
戦
争
に
研
究
が
集
中
す
る
弊
害
を
指
摘
し
て
き
た

が
、
現
在
も
改
善
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。H

arold E. Selesky, “Book review
: Im

perial W
ars,” W

illiam
 and M

ary Q
uarterly 3

rd. Ser., 

（
以
下W
M

Q

）, 59-3, 2002, 746-766.

（
5
）　Linda Colley, Captives: Britain, E

m
pire and the W

orld 1600-1850, Penguin Books, London, 2003 

（
コ
リ
ー
、
中
村
裕
子
他
訳

『
虜
囚 

一
六
〇
〇
〜
一
八
五
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
、
帝
国
、
そ
し
て
世
界
』（
法
政
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）; W

ayne E. Lee, ed., E
m

pires 
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and Indigenes: Intercultural A
lliance, Im

perial E
xpansion, and W

arfare in the  E
arly M

odern W
orld, N

ew
 Y

ork U
niversity 

Press, N
ew

 Y
ork, 2011; Jon Parm

entar, “A
fter the M

ourning W
ars: T

he Iroquois as A
llies in Colonial N

orth A
m
erican 

Cam
paigns, 1676-1760,” W

M
Q
, 64-1, 2007, 39-76; T

im
othy J. Shannon, “D

ressing for Success on the M
ohaw

k Frontier: 

H
endric, W

illiam
 Johnson, and the Indian Fashion,” W

M
Q
, 53-1, 1996, 13-42.

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
「
大
西
洋
世
界
の
中
の
財
政

軍
事
国
家
ブ
リ
テ
ン
：
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
け
る
私
掠
奨
励
政
策
と
水
夫
流
出
問
題
一
七
〇
二
―
一
七
一
三
」『
史
観
』
一
六
一
―
七
九
、二
〇
一
二
も

示
唆
に
富
む
。

（
6
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
特
に
イ
ロ
コ
イ
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
先
住
民
に
関
す
る
以
下
の
文
献
が
有
益
で
あ
る
。

D
aniel K

. Richter, “W
ar and Culture: T

he Iroquois Experience,” W
M

Q
, 40, 1983, 528-559; idem

, Facing E
ast from

 Indian 

Country: A
 N

ative H
istory of E

arly A
m

erica, H
arvard U

niversity Press, Cam
bridge, M

A
, 2001; T

im
othy J. Shannon, Iroquois 

D
iplom

acy on the E
arly A

m
erican Frontier, Penguin Books, 2008; Richard R. Johnson, “Search for a U

sable Indian: A
n A

spect 

of the D
efense of Colonial N

ew
 England,” T

he Journal of A
m

erican H
istory, 69, 1977, 623-651; Jenny H

ale Pulsipher, Subjects 

unto the Sam
e K

ing: Indians, E
nglish, and the Contest for A

uthority in Colonial N
ew

 E
ngland, U

niversity of Penn Press, 

2006. 

ま
た
近
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ハ
イ
チ
な
ど
の
カ
リ
ブ
地
域
で
は
、
帝
国
戦
争
に
伴
っ
て
奴
隷
が
起
こ
す
反
乱
が
奴
隷
貿
易
廃
止
な
ど
黒
人
奴

隷
制
度
の
解
体
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Caludius Fegus, ““D

read of insurrection”: A
bolitionism

, 

Security, and Labor in Britain’s W
est Indian Colonies, 1760-1823,” W

M
Q
, 66-4, 2009, 257-269.
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（
7
）　

ア
メ
リ
カ
連
隊
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
連
隊
の
大
佐
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
総
督
グ
ー
チ
の
名
を
冠
し
て
「
グ
ー
チ
の
ア
メ
リ
カ
連
隊
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
連
隊
の
概
説
と
し
て
は
、Lee G. O

ff en, A
m

erica’s First M
arines: G

ooch’s A
m

erican R
egim

ent, 1740-

42, Library of Congress, M
iddletow

n, D
E, 2011

を
参
照
。

（
8
）　

死
亡
率
に
つ
い
て
は
、Richard  H

arding, A
m

phibious W
arfare in the E

ighteenth Century: T
he British E

xpedition to the W
est 

Indies, 1740-1742, vol. 62, R
oyal H

istorical Society Studies in H
istory, T

he Boydell Press, Suff olk, U
.K

. 1991, 205. 

犠
牲
者
数
の

多
さ
な
ど
、
遠
征
へ
の
不
満
に
つ
い
て
は
、D

ouglas Edw
ard Leach, R

oots of Confl ict: British A
rm

ed Forces and Colonial A
m

erica, 

1677-1763, T
he U

niversity of N
orth Carolina Press, Chapel H

ill and London, 1986, 61; O
ff en, A

m
erica’s First M

arines, 57-59.

（
9
）　K

aren O
rdahl K

upperm
an, “Errand to the Indies: Puritan Colonization from

 Providence Island through the W
estern 

D
esign,” W

M
Q
, 45-1, 1988, 84. 

北
米
に
お
け
る
水
夫
の
強
制
徴
募
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、D

enver Brunsm
an, T

he E
vil N

ecessity: 

British N
aval Im

pressm
ent in the E

ighteenth Century A
tlantic W

orld, U
niversity of V

irginia Press, Charlottesville, V
A
, 2013, 

99-101. 

（
10
）　

ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
北
米
植
民
地
の
動
員
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
要
請
に
よ
る
一
七
〇
二
年

カ
リ
ブ
海
に
遠
征
し
た
ベ
ン
ボ
ウ
少
尉
隊
へ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
二
中
隊
派
遣
の
み
で
あ
る
。
部
隊
は
結
局
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
防
備
に
回
さ
れ

た
。
こ
の
二
中
隊
に
つ
い
て
は
、Cecil H

edram
, ed., Calendar of State Papers, Colonial Series, A

m
erica and W

est Indies, London

（
以
下CSP

）, Public Record O
ffi  ce, 1933, v. 20, 653,704; v. 22, 601. 

ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
商
人
の
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ヴ
ェ
ッ
チ
が
提
案
し
て
実
現
し
た
一
七
〇
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
軍
―
北
米
軍
合
同
の
ケ
ベ
ッ
ク
遠
征
が
イ
ギ
リ
ス
軍
の
ス
ペ
イ
ン
戦
線
へ
の
投
入
に

よ
っ
て
、
北
米
に
派
遣
さ
れ
ず
頓
挫
し
た
後
、
北
米
植
民
地
か
ら
代
表
団
が
ア
ン
女
王
に
請
願
し
、
翌
年
、
ア
カ
デ
ィ
ア
（
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
）

遠
征
の
形
で
実
現
し
、
征
服
に
成
功
し
た
。
こ
の
成
功
を
踏
ま
え
た
北
米
植
民
地
か
ら
の
請
願
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
翌
年
に
初
の
イ
ギ
リ
ス

軍
―
植
民
地
軍
の
合
同
作
戦
と
し
て
再
び
ケ
ベ
ッ
ク
遠
征
を
計
画
し
た
。
た
だ
作
戦
は
失
敗
に
終
わ
り
、
本
国
の
世
論
で
は
北
米
植
民
地
に
批
判
の

矢
面
が
向
け
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
以
下
を
参
照
。D

ouglas Edw
ard Leach, A

rm
s for E

m
pire: A

 

M
ilitary H

istory of the British Colonies in N
orth A

m
erica, 1607-1763, M

acm
illan, N

ew
 Y

ork, 1973, 139-157; Geoff rey Plank, 

A
n U

nsettled Conquest: T
he British Cam

paign against the Peoples of A
cadia, 2001, 45-67; Eric H

inderaker, “T
he “Four Indian 

K
ings” and the Im

aginative Construction of the First British Em
pire,” W

M
Q
, 53-3, 1996, 487-526; A

dam
 Lyons, T

he 1711 

E
xpedition to Q

uebec: Politics and the Lim
itations of British G

lobal Strategy, Bloom
sbury A

cadem
ic, London, 2014. 

（
11
）　George Bancroft, H

istory of the U
nited States from

 the D
iscovery of the A

m
erican Continent, V

ol. 3, 15th edition. 

（1
sted., 

1842

）,440. 

軍
事
史
の
概
説
と
し
て
は
、H

ow
ard Peckham

, T
he Colonial W

ars, 1689-1762, U
niversity of Chicago Press, Chicago, 

1964, 91; A
lan Galley, ed.,  Colonial W

ars of N
orth A

m
erica, 1512-1763, A

n E
ncyclopedia, Garland, N

.Y
., 1996, 34-35

を
参
照
。

（
12
）　W

illiam
 Pencak, W

ar, Politics, and R
evolution in Provincial M

assachusetts , N
orth Eastern U

niversity Press, Boston, 1981, 

121-122; M
yron O

. Stachiw
, ed., M

assachusetts O
ffi  cers and Soldiers, 1723-1743: D

um
m

ers W
ar to the W

ar of Jenkin’s E
ar, 

N
ew

 England H
istoric Genealogical Society, Boston, 1979, 5-24; Gary N

ash, T
he U

rban Crucible: T
he N

orthern Seaports and 
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the O
rigins of the A

m
erican R

evolution, H
arvard U

niversity Press, Cam
bridge, M

A
, 1976, 104. 

（
13
）　Leach, R

oots of Confl ict, 42-63. 

（
14
）　

サ
ム
エ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
、
西
川
正
身
監
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
Ⅰ 

先
史
時
代
―
一
八
一
五
年
』、
集
英
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
〇
一
頁
。
近
年
の

概
説
で
は
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
提
督
の
ポ
ル
ト
ベ
ロ
攻
撃
の
成
功
が
北
米
で
の
動
員
の
成
功
に
寄
与
し
た
と
叙
述
さ
れ
る
一
方
で
、
遠
征
の
失
敗
に
よ
り
、

「
北
米
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
能
力
へ
の
信
用
を
喪
失
さ
せ
た
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
像
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。M

atthew
 S. M

uehlbauer and 

D
avid J. U

lbrich, eds., W
ays of W

ar: A
m

erican M
ilitary H

istory from
 the Colonial E

ra to the T
w
enty-First Century, 

Routledge, N
ew

 Y
ork, 2014, 52. 

（
15
）　John T

ate Lanning, “A
m
erican Participation in the W

ar of Jenkins’s Ear,” G
eorgia H

istorical Q
uarterly, 11, 1927, 129-215; 

Francis L. Berkeley Jr., “T
he W

ar of Jenkin’s Ear,” in D
arrett B. Rutm

an, ed., T
he O

ld D
om

inion: E
ssays for T

hom
as 

Perkins A
bernethy, U

niversity Press of V
irginia, Charlottesville, V

A
., 1964, 41-61; H

arold E. Selesky. W
ar and Society in 

Colonial Connecticut, Y
ale U

niversity Press, N
ew

 H
aven, RI., 1990, 67-96. 

ロ
ジ
ャ
ー
ス
も
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
戦
争
政
策
を
扱
っ

た
論
文
で
、
セ
レ
ス
キ
ー
と
類
似
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。Greg Rogers, “Rhode Island’s W

ars:Im
perial Confl icts and Provincial 

Self-Interests in the O
cean Colony, 1739-48,” M

A
. T

hesis, California Polytechnic State U
niversity, 2010.

（
16
）　Leach, R

oots of Confl ict, 52-53.

（
17
）　Richard H

arding, A
m

phibious W
arfare; idem

, “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation: T
he Case of A

m
erican 

37（　）

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
︵
一
七
四
〇

－

四
二
年
︶︵
森
︶

一
一
一
九



regim
ent. 1740-42,” Journal of Im

perial and Com
m

onw
ealth H

istory, 17, 1989, 161-184; idem
, “A

m
erica, the w

ar of 1739‒48 

and the D
evelopm

ent of British Global Pow
er,” Journal for M

aritim
e R

esearch, 2004, 1-19.

（
18
）　

イ
ギ
リ
ス
化
論
の
文
献
は
多
い
が
、
最
新
の
文
献
と
し
て
は
、
註
七
五
お
よ
び
以
下
を
参
照
。Ignacio Gallup-D

iaz, A
ndrew

  Shankm
an, 

and D
avid J. Silverm

an, eds., A
nglicizing A

m
erica: E

m
pire, R

evolution, R
epublic, U

niversity of Penn Pr., Philadelphia, 2015.

日
本
語
と
し
て
は
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ッ
ド
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ア
メ
リ
カ
人
に
な
る
』
池
田
年
穂
、
金
井
光
太
郎
、
肥
後
本
芳
男
訳
、

慶
應
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
が
有
益
。

（
19
）　Brendan M

cConville, T
he K

ing’s T
hree Faces: T

he R
ise and Fall of R

oyal A
m

erica, 1688-1776, U
niversity of N

orth 

Carolina Press, Chapel H
ill, N

C, 2006; Brendan Sim
m
s, T

hree V
ictories A

nd A
 D

efeat: T
he R

ise A
nd Fall of the First British 

E
m

pire, Basic Books, London, 2008, 227-278; Phyllius W
hitm

an H
unter, “T

ransatlantic N
ew

s: A
m
erican Interpretations of the 

Scandalous and H
eroic,” in Leslie H

ow
sam

 and Jam
es Raven eds., Books betw

een E
urope and the A

m
ericas: Connections and 

Com
m

unities, 1620‒1860, Palgrave M
acm

illan, H
am

pshire, GB, 2011. 

（
20
）　Stephen Foster and Evan H

aefeli, “British N
orth A

m
erica in the Em

pire: A
n O

verview
,” in Stephen Foster, eds., British 

N
orth A

m
erica in the Seventeenth and E

ighteenth Centuries, O
xford U

.P., O
xford, 2013, 18-66; Richter, Before the R

evolution, 

344-345. 

戦
争
を
通
じ
た
北
米
植
民
地
の
本
国
と
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
大
西
洋
史
の
中
で
強
調
さ
れ
る
論
点
で
あ
る
。T

revor 

Burnard, “T
he British A

tlantic,” in Jack P. Greene and Philip D
. M

organ, eds., A
tlantic H

istory: A
 Critical A

ppraisal, O
xford, 

38（　）

一
一
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2009, 118-120; Joyce E. Chaplin, “T
he British A

tlantic,” N
icholas Canny and Philip M

organ, eds., T
he O

xford H
andbook of the 

A
tlantic W

orld: 1450-1850, O
xford U

.P., O
xford, 2013, 231-233. 

（
21
）　A

lbert H
arkness Jr., “A

m
ericanism

 and Jenkin’s Ear,” M
ississipi V

alley H
istorical R

eview
, 37, 1950, 61-90.

（
22
）　Eliga H

. Gould, “Zones of Law
, Zones of V

iolence: T
he Legal Geography of the British A

tlantic, circa 1772,” W
M

Q
, 60-3, 

2003, 471-510; idem
, A

m
ong the Pow

er of the E
arth: T

he A
m

erican R
evolution and the M

aking of a N
ew

 W
orld E

m
pire, 

H
arvard U

niversity Press, Cam
bridge, M

A
, 2012

（
グ
ー
ル
ド
、
森
丈
夫
監
訳
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
の
胎
動
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
と
ア
メ

リ
カ
独
立
』
彩
流
社
、
二
〇
一
六
年
）; Brunsm
an, T

he E
vil N

ecessity, chap.1-3. 

グ
リ
ー
ン
も
一
八
世
紀
に
は
北
米
植
民
地
人
が
本
国
と
の
同

一
視
を
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黒
人
奴
隷
制
の
存
在
な
ど
か
ら
本
国
で
は
北
米
を
本
国
と
は
異
な
る
文
化
的
・
法
的
空
間
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。Jack P. Greene, “Em

pire and Identity from
 Glorious Revolution to the A

m
erican 

Revolution, P. J. M
arshall and A

laine Low
, eds., T

he O
xford H

istory of British E
m
pire V

ol.2: T
he E

ighteenth Century, O
xford 

U
niversity Press, O

xford/N
ew

 Y
ork, 1998, v. 2, 201-230

を
参
照
。

（
23
）　Sim

m
s, T

hree V
ictories A

nd A
 D

efeat, 276.

（
24
）　H

arkness Jr., “A
m
ericanism

 and Jenkin’s Ear,” 62-71; D
avid Syrett, “A

m
erican Colonial Governm

ents and Rising T
roops in 

the W
ar of A

ustrian Succession, 1740-41,” Journal of Society of A
rm

y H
istorical R

eserch, 31, 2003, 96-113; H
arding, “T

he 

Grow
th of A

nglo-A
m
erican A

lienation,”165-170. 
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（
25
）　H

arding, “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,”177.
（
26
）　T

he Belcher Papers, Collection of M
assachusetts H

istorical Society, 6
th ser., V

I-V
II, Boston, M

assachusetts H
istorical 

Society, 1893-94, v. 2, 244-245. 

一
七
三
九
年
に
対
ス
ペ
イ
ン
不
安
が
起
こ
っ
た
点
に
つ
い
て
はLanning, “A

m
erican Participation,”138-143

が
言
及
し
て
い
る
が
、
西
イ
ン
ド
派
兵
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

（
27
）　

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
開
戦
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
構
図
に
つ
い
て
近
年
の
見
解
を
総
合
し
た
も
の
と

し
て
、Patricia T

. Y
oung and Jack S. Levy, “D

om
estic Politics and the Escalation of Com

m
ercial Rivalry: Explaining the W

ar 

of Jenkins’ Ear, 1739‒48,” E
uropean Journal of International R

elations, 17

（2

） 209‒232

が
参
考
に
な
る
。
近
年
の
開
戦
プ
ロ
セ
ス
の
実

証
研
究
と
し
て
は
対
ス
ペ
イ
ン
外
交
と
イ
ギ
リ
ス
国
内
政
治
、
世
論
の
動
向
を
立
体
的
に
扱
っ
たPhilip W

oodfi ne, Britannia’s G
lories : the 

W
alpole M

inistry and the 1739 W
ar w

ith Spain, T
he Boydell Press, W

oodbridge, U
.K

., 1998

の
評
価
が
高
い
。
対
ス
ペ
イ
ン
外
交
に

関
す
る
議
会
の
議
論
を
扱
っ
た
最
新
の
研
究
は
、
薩
摩
真
介
「
航
海
の
自
由
と
通
商
の
国
民
―
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
期
の
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る

政
治
的
言
説
の
再
検
討
―
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
九
―
二
、一
―
三
六
頁
。
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
に
つ
い
て
は
、Sim

m
s, 

T
hree V

ictories A
nd A

 D
efeat, 222-274; Bruce Lenm

an, Britain’s Colonial W
ars: 1688-1783, R

outledge, London, 2001, 47-77

を
参
考
に
し
た
。
ま
た
近
年
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
後
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
商
人
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
領
中
南
米
植
民
地
社
会
へ
の
浸
透
や
利
益
獲
得

指
向
を
両
国
の
軋
轢
の
背
景
と
し
て
重
視
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。A

drian Finucane, T
he T

em
ptations of T

rade: Britain, Spain, 

and the Struggle for E
m

pire, U
niversity of Pennsylvania, Philadelphia, 2016; 

薩
摩
「「『
自
由
な
貿
易
』
か
征
服
か
―
」; Paul M

app, 
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一
二
二



T
he E

lusive W
est and the Contest for E

m
pire, 1713-1763, U

niversity of N
orth Carolina Press, Chapel H

ill, N
C, 2011, 261-282. 

（
28
）　H

arding, A
m

phibious W
arfare, 16-81.

（
29
）　K

athleen W
ilson, “Edw

ard V
ernon and Popular Politics in M

id-H
anorbian Britain, “ Past and Present, 121, 1988, 75-102.

イ

ギ
リ
ス
世
論
の
圧
力
に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
①
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
た
都
市
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

に
お
け
る
公
共
圏
の
成
立
、
②
野
党
と
世
論
が
海
外
帝
国
を
国
民
的
利
益
の
実
現
の
場
と
想
定
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
説
明
し
た
点
に
新
鮮
さ
が
あ
る
。

よ
り
広
い
議
論
と
し
て
、idem

, “Em
pire of V

irtue: T
he Im

perial Project and H
anoverian Culture, c. 1720-1785,” in Law

rence 

Stone, ed., A
n Im

perial State at W
ar: Britain From

 1689-1815, Routledge, London, 1994, 128-164. 

な
お
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
見
解
は
、

ハ
リ
ス
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
に
お
け
る
帝
国
の
過
度
な
重
視
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。Bob H

arris, ““A
m
eican: Idols”: 

Em
pire, W

ar, and the M
iddling Rank’s in M

id-Eighteenth-Century Britain,” Past and Present, 160, 111-141.  

（
30
）　W

oodfi ne, Britannia’s G
lories, 78-81.

（
31
）　Ibid., 88-98; 124-141; Sim

m
s, T

hree V
ictories A

nd A
 D

efeat, 247-249. 

フ
ィ
ヌ
ー
カ
ン
は
、
反
ス
ペ
イ
ン
言
説
に
は
異
端
審
問
を
中
心

と
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
暴
力
性
を
揶
揄
す
る
表
象
も
含
ま
れ
、
イ
ギ
リ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
宗
教
的
・
人
種
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。Finucane, T

he T
em

ptations of T
rade, 127-8. 

（
32
）　

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
外
交
重
視
政
策
は
、
和
平
を
基
盤
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
通
商
拡
大
に
加
え
て
、
外
交
的
孤
立
を
避
け
る
目
的
も

あ
っ
た
が
、
世
論
と
野
党
か
ら
は
特
権
階
級
と
王
朝
利
益
を
重
視
し
、
国
民
的
利
益
を
蔑
ろ
に
す
る
と
批
判
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
、
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
の
特
権
保
持
者
が
不
在
で
あ
り
、
広
く
国
民
的
利
益
実
現
の
場
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
はK

athleen W
ilson, “Edw

ard V
ernon,” 

97; 120-121; Sim
m
s, T

hree V
ictories A

nd A
 D

efeat, 258-273. 

ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
な
ど
こ
の
際
に
帝
国
を
重
視
す
る
野
党
言
説
に
つ
い

て
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
、
平
田
雅
博
他
訳
『
帝
国
の
誕
生
―
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
起
源
』
紀
伊
國
屋
書
店
、

二
〇
〇
五
年
、
第
七
章
。

（
33
）　

薩
摩
「
航
海
の
自
由
と
通
商
の
国
民
」
二
頁
。

（
34
）　H

arding, A
m

phibious W
arfare, 24-28. 

宣
戦
布
告
演
説
は
、A

m
erican W

eekly M
ercury 

（
以
下A

W
M

）, 1740. 2. 5-12

な
ど
北
米
の
新

聞
各
紙
で
掲
載
さ
れ
た
。

（
35
）　H

arding, “A
m
erica, the W

ar of 1739‒48,” 10; A
W

M
, 1740.4.24-5.1. 

こ
の
よ
う
に
世
論
が
内
閣
よ
り
も
戦
争
に
強
硬
な
意
見
を
提
起
し
て

い
た
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
中
で
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
本
国
政
府
へ
の
代
理
人
の
パ
ル
ト
リ
ッ
ジ
は
、
総
督
に
「
ス

ペ
イ
ン
大
使
は
去
っ
た
が
、
人
々
は
（
パ
ル
ド
合
意
不
履
行
を
正
当
化
す
る
）
彼
の
議
論
は
薄
弱
で
、
容
易
に
否
定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
大
臣

が
こ
の
議
論
に
答
え
る
価
値
が
あ
る
と
判
断
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
も
は
や
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
報
告
し
て
い
る
。

Gurtrude S.K
im

ball, ed., T
he Correspondence of the Colonial G

overnors of R
hode Island, 1723-1775, Boston and N

ew
 Y

ork, 

1902, v. 1, 117. H
arding, A

m
phibious W

arfare, 

29
は
、
一
七
三
九
年
九
月
の
選
挙
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
が
ホ
イ
ッ
グ
の
ロ
ン
ド
ン

市
参
事
会
員
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
市
長
の
選
挙
に
敗
北
し
た
こ
と
を
世
論
の
政
権
へ
の
不
信
と
み
て
、
一
〇
月
の
開
戦
を
強
く
主
張
す
る
方

向
へ
と
踏
み
切
っ
た
と
す
る
。
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（
36
）　H

arding, A
m

phibious W
arfare, 27-29; Sim

m
s, T

hree V
ictories A

nd A
 D

efeat, 278-9. 
（
37
）　Boston N

ew
s-Letter 

（
以
後BN

L

）, 1739.10.25-11.2; 

フ
ラ
ン
ス
の
参
戦
に
つ
い
て
は
、
他
に
もA

W
M

. 11.15-22; V
irginia G

azette, 

1740.1.11-18

な
ど
多
数
の
記
事
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
に
つ
い
て
は
植
民
地
の
新
聞
記
事
は
ほ
ぼ
本
国
の
新
聞
記
事
の
転
載
で
あ
り
、
本
国
で

フ
ラ
ン
ス
の
参
戦
が
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
一
七
三
九
年
九
月
に
は
、
上
記
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
代
理
人
パ
ル
ト

リ
ッ
ジ
は
、
同
植
民
地
総
督
に
フ
ラ
ン
ス
が
仲
介
に
乗
り
出
す
可
能
性
を
報
告
し
て
お
り
、
一
〇
月
の
宣
戦
布
告
で
状
況
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。K

im
ball, ed., T

he Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island, v. 1, 119.

（
38
）　

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
イ
ギ
リ
ス
侵
攻
の
噂
に
つ
い
て
は
、
植
民
地
の
新
聞
で
も
言
及
が
見
ら
れ
る
。A

W
M

. 1739.10.4-11. 

国
王
の
意
見
に
つ
い
て

は
、H

arding, A
m

phibious W
arfare, 28-29; idem

 “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 163.

（
39
）　

海
軍
省
は
、
三
〇
〇
〇
人
の
兵
で
足
り
る
と
さ
れ
た
カ
ル
タ
ヘ
ナ
を
推
薦
し
て
い
た
。
ダ
リ
エ
ン
案
、
ハ
バ
ナ
案
に
つ
い
て
は H

arding, 

A
m

phibious W
arfare, 34-37

を
参
照
。

（
40
）　

ヘ
ン
レ
ッ
タ
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
行
政
を
担
当
す
る
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
世
論
に
敏
感
に
反
応
し
て
戦
争
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
へ
と
転
じ
、
政
権

内
で
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
と
対
立
し
た
。
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
自
ら
の
政
治
姿
勢
の
正
当
性
を
証
明
す
る
た
め
に
も
兵
の
充
填
に
最
も
積
極
的
に
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Jam

es A
. H

enretta, “Salutary N
eglect”: Colonial A

dm
inistration under the D

uke of N
ew

castle, 

Princeton U
niversity Press, Princeton, N

. J., 1972, 166-219. Stephen Foster, “A
nother Legend of the Province H

ouse: Jonathan 

Belcher, W
illiam

 Shirley, and the M
isconstruction of the Im

perial Relationship,” T
he N

ew
 E

ngland Q
uarterly, 77-2, 189

は
、
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一
七
四
一
年
の
選
挙
で
の
勝
利
の
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
は
対
ス
ペ
イ
ン
戦
を
有
利
に
進
め
る
方
策
を
模
索
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

（
41
）　H

arding, A
m

phibious W
arfare, 37; K

urt W
illiam

 N
agel “Em

pire and Interest: British Colonial D
efense Policy, 1689-1748,” 

Ph.D
. diss., Johns H

opkins U
niversity, 1992, 463-464. 

ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
の
案
は
、
一
七
二
七
年
―
二
九
年
の
英
西
戦
争
に
際
し
て
提
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
は
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
へ
の
侵
略
も
た
び
た
び
提
言
し
て
お
り
、
北
米
側
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
拡
大
の
主
唱
者

で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
参
照
し
た
案
は
、Spotsw
ood to T

ow
nshend, ?, 1727, A

dd. M
ss. 32694, f. 3-7. 

引
用
文
は
、ibid., f.3. 

（
42
）　K

im
ball, ed., T

he Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island , 1, 127. 

ま
た
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
以
外
の
北
米
植
民
地

兵
動
員
の
意
見
に
つ
い
て
は
、H

enretta, “Salutary N
eglect”, 200; O

ff en, A
m

erica’s First M
arines, 1

を
参
照
。

（
43
）　H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,”163; idem
, A

m
phibious W

arfare, 42.

ブ
レ
イ
デ
ン
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

註
五
六
を
参
照
の
こ
と
。

（
44
）　Lanning, “A

m
erican Participation,”144. 

一
七
四
〇
年
四
月
、
北
米
の
南
部
関
税
監
督
官
長
で
あ
っ
た
デ
ィ
ン
ウ
ィ
デ
ィ
に
よ
る
通
商
拓
務

院
へ
の
北
米
報
告
に
お
い
て
も
、
船
舶
や
生
産
物
と
並
ん
で
「
北
米
の
貿
易
と
価
値
」
と
し
て
、「
戦
闘
兵
（fi ghting m

en

）」
が
数
量
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。
著
名
な
一
七
二
一
年
の
通
商
拓
務
院
報
告
な
ど
、
以
前
の
植
民
地
報
告
で
は
、
各
植
民
地
の
兵
の
数
は
、「
民
兵
（m

ilitia

）」
と
表
現

さ
れ
て
お
り
、
軍
事
面
で
の
人
材
は
あ
く
ま
で
自
衛
の
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
認
識
の
変
化
に
も
新
た
な
帝
国
戦
争
の
拡
大
の
影
響
が
見

ら
れ
よ
う
。Robert D

inw
iddie, “A

 Com
putation of the V

alue and T
rade of the British Em

pire of A
m

erica; A
s also, A

n 

A
ccount of the N

um
ber of Fighting- M

en in each Colony or Plantation by him
 presented to the Board A

pril 29. 1740,” in 
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W
illiam

 H
. W

hitehead, ed., D
ocum

ents relating Colonial H
istory of N

ew
 Jersey, N

ew
ark, N

. J., 1882, v. 6, 1734-1747, 83. 

一
七
二
一
年
の
通
商
拓
務
院
報
告
は
、CSP, v. 32, 408-430

を
参
照
。

（
45
）　H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 163-4. 

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
指
令
に
つ
い
て
は
、
各
地
で
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
総

督
の
コ
メ
ン
ト
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
も
の
を
採
用
し
た
。
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、K

iball, ed., T
he 

Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island, 127. 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
関
し
て
は
、Charles Lincoln, ed., M

essages from
 

the G
overnors, Com

prising E
xecutive Com

m
unications to the Legislature and other Papers relating to Legislation from

 the 

O
rganization of the fi rst Colonial A

ssem
bly in 1683 to and including the Y

ear 1906, w
ith notes, A

lbany, 1909, 286-7

を
参
照
。

（
46
）　John Ferling, Struggle for Continent: T

he W
ar of E

arly A
m

erica, W
iley Blackw

ell, N
. J., 1992, 118-124; Selesky, W

ar and 

Society in Colonial Connecticut, 47-55. 
ダ
ド
リ
ー
の
布
告
に
つ
い
て
はSteven C. E

am
es, R

ustic W
arriors: W

arfare and the 

Provincial Soldier on the N
ew

 E
ngland Frontier, 1689‒1748, N

ew
 Y

ork U
niversity Press, N

ew
 Y

ork, 2011, 137.

（
47
）　

ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
お
け
る
動
員
数
・
割
り
当
て
に
つ
い
て
は
、
一
七
〇
九
年
の
カ
ナ
ダ
遠
征
に
関
す
る
司
令
官
ヴ
ェ
ッ
チ
へ
の
指
令
書
を

参
照
。CSP, v. 24, 230. 

ま
た
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ン
ス
遠
征
に
お
け
る
植
民
地
人
動
員
全
般
に
つ
い
て
は
、D

ouglas Edw
ard Leach, A

rm
s for 

E
m

pire: A
 M

ilitary H
istory of the British Colonies in N

orth A
m

erica, 1607-1763, M
acm

illan, N
ew

 Y
ork, 1973, 140-144. 

一
七
四
〇
年
に
お
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
に
近
い
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
か
ら
も
艦
隊
が
西
イ
ン
ド
に
派
遣
さ
れ
、
よ
り
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
の
動
員

と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
。BN

L, 1740.8.28-9.4

で
は
ボ
ス
ト
ン
に
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
か
ら
ブ
リ
ン
ガ
ン
テ
ィ
ン
艦
が
遠
征
隊
に
加
わ
る
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た
め
に
寄
港
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）　K

im
ball, ed., T

he Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island, 127. 

植
民
地
に
お
け
る
本
国
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

最
も
重
要
な
研
究
は
、N

agel “Em
pire and Interest,” 1-446

お
よ
びColley, Captives, chap.5

で
あ
る
。
ま
た
女
王
か
ら
の
「
贈
与
」
に
つ

い
て
はGerald S. Graham

, T
he W

alker E
xpedition to Q

uebec, the Cham
plain Society, T

oronto, 1953, 281

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
ヒ

ル
将
軍
へ
の
指
示
書
を
参
照
。

（
49
）　Lanning, “A

m
erican Participation,” 146; H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 166; O
ff en, A

m
erica’s First 

M
arines, 14; H

arding, “A
m
erica, the w

ar of 1739‒48,” 4-15. N
agel “Em

pire and Interest,” 469-478

は
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
時
に

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
防
衛
に
も
本
国
政
府
が
関
与
し
て
お
り
、
本
国
政
府
が
帝
国
防
衛
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
意
識
し
始
め
て
い
る
と
す
る
。

（
50
）　Lyons, T

he 1711 E
xpedition, 110; Reach, R

oots of Confl ict 33. 

も
っ
と
も
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
遠
征
の
部
隊
に
は
、
本
国
軍
の
将
校
が
植

民
地
人
部
隊
に
同
伴
し
、
軍
教
練
を
施
す
な
ど
組
織
的
な
合
同
も
試
み
ら
れ
て
い
た
。Lyons, T

he 1711 E
xpedition, 87. 

（
51
）　H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 163; K
im

ball, ed., T
he Correspondence of the Colonial G

overnors of 

R
hode Island, 129-30; N

agel “Em
pire and Interest,” 169-170. 

ナ
ー
ゲ
ル
が
言
う
よ
う
に
、「
国
王
か
ら
の
辞
令
（com

m
ission

）」
は
、
各

地
の
若
い
植
民
地
エ
リ
ー
ト
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
将
校
の
地
位
へ
の
願
望
を
刺
激
し
、
多
く
の
将
校
へ
の
志
願
者
が
現
れ
た
（
ワ
シ
ン
ト
ン
の
兄
、

ロ
ー
レ
ン
ス
は
そ
の
代
表
で
あ
る
）。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
将
校
任
命
辞
令
は
「
白
紙
の
委
任
状
（blank com

m
ission

）」
に
よ
っ
て

総
督
に
任
命
を
委
ね
る
臨
時
の
制
度
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
制
度
と
し
て
は
不
透
明
な
部
分
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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（
52
）　A

lfred E. Jones, “A
m
erican Regim

ent in the Cartagena Expedition,” V
irginia M

agazine of H
istory and Biography, 30, 1922, 

8-18; W
.Y

. Baldry and A
.S. Sm

ith, “Gooch’s A
m
erican Regim

ent of Foot, 1739-42,” Journal of the Society for A
rm

y H
istorical 

R
esearch, 16, 1937, 238; Robert R. Rea, M

ajor R
obert Farm

ar of M
obile, T

he U
niversity of A

labam
a Press, T

uscaloosa, 1990, 

16-17. 

こ
の
う
ち
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
フ
ァ
ー
マ
ー
を
は
じ
め
、
四
人
の
将
校
が
北
米
に
帰
国
せ
ず
、
陸
軍
一
九
連
隊
の
下
級
将
校
と
し
て
イ
ギ

リ
ス
軍
に
所
属
し
た
。
ク
ラ
ー
ク
の
報
告
は
、Lieutenant Governor Clark to N

ew
castle, in N

E. B. O
’Callaghan, ed., D

ocum
ents 

relative to the Colonial H
istory of the State of N

ew
 Y

ork （
以
下N

Y
CD

）, v. 6, A
lbany, 1855, 185.

（
53
）　H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 163-4; M
artin Braden, “Som

e Considerations upon the A
ssistance 

that m
ay be expected from

 the British Colonys, particularly those in the Continent of N
orth A

m
erica in any expedition 

against the Spanish W
est Indies, undated, PRO

. CO
 5/4 

（Secretary of State- A
m
erica, 1700-30

）, f. 153. 

本
提
言
書
の
日
付
は
不
明

で
あ
る
が
、Harding “T

he Grow
th of A

nglo-A
m
erican A

lienation,” 179

は
、
一
七
三
九
年
一
一
月
半
ば
に
提
出
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（
54
）　CSP, v. 20, 357; Braden, “Som

e Considerations,” f. 153. 

兵
員
割
り
当
て
に
つ
い
て
は
、Nagel “Em

pire and Interest,” 38-93

を
参
照
。 

ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
植
民
地
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
変
容
と
「
公
民
」
の
創
出
」
遠
藤
泰
生
編
『
近
代
ア
メ
リ
カ
の
公
共
圏
と
市
民
―
湧

き
上
が
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
一
二
一
―
一
二
二
頁
。
唯
一
兵
員
割
り
当
て
に
応
じ
た
の
は
、
一
六
九
五
年
の
コ

ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
同
植
民
地
政
府
は
、
派
兵
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
防
衛
よ
り
は
、
自
己
防
衛
目
的
と
位
置
付
け
て
い
た
。Selesky, W

ar 

and Society in Colonial Connecticut, 38. 

本
提
言
書
で
ブ
レ
イ
デ
ン
は
過
去
の
北
米
の
海
外
派
兵
を
検
討
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
、
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過
去
の
北
米
植
民
地
動
員
に
関
す
る
情
報
が
組
織
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ブ
レ
イ
デ
ン
は
大
臣
へ
の
報
告
に
お
い
て
、
一
七
一
一

年
の
カ
ナ
ダ
遠
征
に
つ
い
て
、「O

ffi  ce Book

に
は
、
ほ
か
（
※
ニ
コ
ル
ソ
ン
将
軍
へ
の
指
令
書
）
に
入
っ
て
い
る
書
類
は
な
い
。
ど
ん
な
命
令
を

受
け
た
か
海
軍
省
と
司
令
官
に
つ
い
て
も
捜
索
を
し
た
が
、
ヒ
ル
将
軍
か
ら
の
手
紙
が
一
通
見
つ
か
っ
た
の
み
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
い
か

に
西
イ
ン
ド
遠
征
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
動
員
が
突
発
的
な
案
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、A

dd M
S 32694, 

（N
ew

castle Papers-D
om

estic

）, ff .143-52; M
arin Bladen to Lord H

arrington, 1739.12.18., CSP, v. 45, 248. 

（
55
）　Braden, “Som

e Considerations,” ff .153-155. 

ブ
レ
イ
デ
ン
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
海
外
派
兵
に
対
す
る
植
民
地
の
反
発
は
、
兵
員
割
り
当
て

以
上
に
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
〇
二
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
督
ダ
ド
リ
ー
に
よ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
へ
の
二
中
隊
派
遣
は
わ
ず
か
四
〇
人
で
あ
っ

た
が
、
ダ
ド
リ
ー
は
、「
初
め
て
海
外
派
兵
を
求
め
ら
れ
た
」
と
し
て
大
き
な
批
判
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。CSP, v. 20, 704; v.21, 34.

（
56
）　
『
理
由
書
』（Reasons for A

ppointing a Captain General for the Continent in N
orth A

m
erica

） 

に
つ
い
て
は
、Jack P. Greene, 

“M
artin Bladen’s Blueprint for a Colonial U

nion,” W
M

Q
, 17-4, 516-530

に
再
掲
さ
れ
て
お
り
、
同
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
。
ブ
レ
イ
デ
ン

は
一
七
一
七
年
か
ら
三
〇
年
以
上
も
通
商
拓
務
院
の
委
員
を
務
め
、
ブ
ラ
イ
ス
ウ
ェ
イ
ト
退
任
後
の
植
民
地
行
政
最
大
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
当
該

時
期
は
、
帝
国
戦
争
こ
そ
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
北
米
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
緊
張
関
係
は
続
き
、
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
再
三
に
わ
た
り
、
対

仏
防
衛
の
た
め
の
植
民
地
行
政
改
革
を
提
言
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
土
地
所
有
の
浸
透
に
よ
り
防
衛
の
手
薄
に
な
っ
た
既
存
の
植
民
地
に
代
わ
り
、

植
民
と
防
衛
の
両
者
の
機
能
を
持
つ
集
住
地
を
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
に
建
設
す
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
訴
え
たReasons for Peopling 

N
ova Scotia, CSP, v. 41, 454-458

が
代
表
で
あ
る
。
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（
57
）　

名
誉
革
命
以
後
の
本
国
の
植
民
地
統
制
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
年
の
叙
述
と
し
て
はRichter, Before the R

evolution, 298-

316; O
w
en Stanw

ood, T
he E

m
pire R

eform
ed: E

nglish A
m

erican in the A
ge of the G

lorious R
evolution, U

niversity of 

Pennsylvania Press, Philadelphia, 2011

を
参
照
。
徴
兵
に
つ
い
て
は
、E

am
es, R

ustic W
arriors, 138-141.

（
58
）　Greene, “M

artin Bladen’s Blueprint,”526-528. 

一
七
二
一
年
の
通
商
拓
務
院
の
提
言
書
で
は
、
防
衛
に
不
向
き
な
分
散
居
住
を
防
ぐ
た
め
、

植
民
地
の
土
地
付
与
慣
行
が
生
み
出
す
大
土
地
所
有
の
抑
制
な
ど
社
会
改
革
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。CSP, v. 32, 444-447

を
参
照
。

し
か
し
、
ブ
レ
イ
デ
ン
のReasons for Peopling N
ova Scotia

が
嘆
い
て
い
る
よ
う
に
通
商
拓
務
院
の
提
案
は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
に
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
ブ
レ
イ
デ
ン
は
期
を
見
て
は
改
革
提
案
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
59
）　Braden, “Som

e Considerations,” f. 155-156.

（
60
）　Ibid., f. 155-156; H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 164; J. P. K
ennedy and H

. R. M
cllw

aine, eds., Journal 

of the H
ouse of Burgess of V

irginia, Richm
ond, V

a., 1905-15, v. 6, 437; Pennsylvania Provincial Council, ed., M
inutes of the 

Provincial Council of Pennsylvania, H
arrisburg, 1851-1853, v. 4, 421. 

（
61
）　Braden, “Som

e Considerations,” f. 155; K
im

ball, ed., T
he Correspondence of the Colonial G

overnors of R
hode Island, 129. 

（
62
）　

ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
植
民
地
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
変
容
と
「
公
民
」
の
創
出
」
一
二
七
頁
を
参
照
。
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

の
指
令
は
、A

lexander Spotsw
ood to G

overnor W
anton, in Correspondence of the Colonial G

overnors of R
hode Island, 140-141; 

H
enretta, “Salutary N

eglect”, 200-201. 

中
隊
の
将
校
任
命
の
意
図
に
つ
い
て
は
、M

inutes of the Provincial Council of Pennsylvania, 
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397.　

宣
伝
に
つ
い
て
は
、A

W
M

, 1740.5.8-5.15

を
参
照
。

（
63
）　O

ff en, A
m

erica’s First M
arines, 6. 

（
64
）　

本
稿
で
は
十
分
に
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
私
掠
で
あ
る
。
開
戦
前
の
一
七
三
九
年
年
六
月
、
イ
ギ
リ

ス
議
会
法
に
よ
っ
て
、「
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
船
員
が
国
王
の
任
務
に
入
る
奨
励
」
と
し
て
、
北
米
で
も
各
植
民
地
総
督
に
私
掠
許
可
証
発
行
権
が
与
え

ら
れ
た
。
ス
ワ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
七
四
八
年
ま
で
の
戦
争
中
、
北
米
と
カ
リ
ブ
海
の
私
掠
船
四
六
六
隻
が
出
動
し
、
八
二
九
隻
の
敵
船
を
拿
捕

す
る
な
ど
、
私
掠
が
生
む
経
済
機
会
は
戦
争
動
員
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。Carl Sw

anson, “A
m
erican Privateering and Im

perial 

W
arfare, 1739-1748,” W

M
Q
, 42-3, 1985, 357-369; idem

, “T
he Com

petition for A
m
erican Seam

en during the W
ar of 1739-1748,” 

M
an and N

ature / L’hom
m

e et la nature, vol. 1, 1982, 119-129. 

同
法
の
植
民
地
に
お
け
る
告
知
文
書
はK

im
ball, ed., Correspondence 

of the Colonial G
overnors of R

hode Island, 159-160.

（
65
）　O

ff en, A
m

erica’s First M
arine, 2.

（
66
）　K

im
ball, ed.,Correspondence of the Colonial G

overnors of R
hode Island, 128. 

追
加
指
令
に
つ
い
て
は
、ibid., 143

を
参
照
。
ブ
レ
イ

ク
ニ
ー
の
北
米
到
着
は
各
地
の
新
聞
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。BN

L, 1740.7.3-10; A
W

M
, 6.19-26. 

（
67
）　BN
L, 1740.4.17-23. 

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
に
つ
い
て
は
、A

W
M

, 1740.4.10-17; T
he Pennsylvania G

azette, 4.17. 

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
は John R. Bartrett, eds., R

ecords of the C
olony of R

hode Island and P
rovidence P

lantation, in N
ew

 E
ngland, 

Providence, 1856-1865, v. 4, 576

を
参
照
。
各
地
で
の
募
兵
宣
言
に
つ
い
て
の
記
事
は
、BN

L, 1740.4.24-5.1
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（
68
）　Sm

ith ed., T
he Belcher Papers, v. 2, 284; N

Y
CD

, v. 6, 16;, W
illiam

 A
 W

hitehead, ed., D
ocum

ent R
elating the Colonial H

istory 

of N
ew

 Jersey （
以
下D

CH
N
J

）, T
renton, N

.J., 1891, V
ol. 15, 113 ; Rogers, “Rhode Island’s W

ars,” 62-64. 

例
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ロ

ス
、
宇
田
佳
正
他
訳
『
ミ
ニ
ッ
ト
マ
の
世
界 

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
民
衆
史
』
八
六
―
八
七
頁; Rhys Isaac, T

he T
ransform

ation of V
irginia, 

1740-1790, N
orth Carolina U

niversity Press, Chapel H
ill, 1983, 88-114. 

近
年
は
社
交
の
場
と
し
て
よ
り
も
、
社
会
統
制
や
軍
事
動
員
の

訓
練
機
能
を
重
視
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。Eam

es, R
ustic W

arriors, 173-4.

（
69
）　Selesky. W

ar and Society in Colonial Connecticut, 59-63; Eam
es, R

ustic W
arriors, 143-146.

（
70
）　

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
名
家
出
身
で
、
複
数
の
軍
歴
を
持
ち
、
代
議
員
と
治
安
判
事
も
兼
ね
る
ホ
プ
キ
ン
ス
な
ど
有
力
人
物
が
将
校
候
補
者

に
指
名
さ
れ
た
。
他
方
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
比
較
的
大
き
な
財
産
を
持
つ
一
族
の
若
い
子
息
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

Rogers, “Rhode Island’s W
ars,”63-4; Berkeley Jr., “T

he W
ar of Jenkin’s Ear,” 56; Petition of Stephen Richards, 1741.1.1, in 

M
assachusetts A

rchives Collection, 1622-1799, V
ol. 72, 559 

（
以
下
、M

assachusetts A
rchives

）. 

コ
ス
ビ
ー
に
つ
い
て
は
、Jones, 

“A
m
erican Regim

ent,” 8-9.

（
71
）　T

he Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island, 127. 

『
考
察
』
に
お
い
て
ブ
レ
イ
デ
ン
は
、
特
に
理
由
は
明
示
せ
ず
、

集
合
場
所
ま
で
の
費
用
は
植
民
地
が
負
担
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
ブ
レ
イ
デ
ン
が
議
会
の
下
院
議
員
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
植
民
地
が
一
定
費
用
を
負
担
し
な
い
と
議
会
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
を
植
民
地
の
費
用
負
担
案
の
背
景
に
上
げ
て
い
る
。

Braden, “Som
e Considerations,” f. 156; H

arding “T
he Grow

th of A
nglo-A

m
erican A

lienation,” 164. 

六
月
の
追
加
指
令
で
は
明
確
に

51（　）

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の
耳
戦
争
に
お
け
る
北
米
植
民
地
の
西
イ
ン
ド
派
兵
︵
一
七
四
〇

－

四
二
年
︶︵
森
︶

一
一
三
三



植
民
地
議
会
へ
の
拠
出
要
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。T

he Correspondence of the Colonial G
overnors of R

hode Island, 130.
（
72
）　Bernard C. Steiner, ed., A

rchives of M
aryland, Proceedings and A

cts of G
eneral A

ssem
bly of M

aryland, Baltim
ore, 1921, 

v.40, 441-3, 448, 482; H
arkness, “A

m
ericanism

 and Jenkin’s Ear,” 54-6.    

（
73
）　Belcher Papers v.2, 288.

（
74
）　H

unter, “T
ransatlantic N

ew
s,” 73-74; 

引
用
は
、BN
L, 1739.12.6-13; 3.13.-20. 

そ
の
ほ
か
私
掠
船
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
同
紙
の

一
七
四
〇
年
四
月
ま
で
の
期
間
で
見
て
も
「
ポ
ル
ト
リ
コ
か
ら
戻
っ
た
私
掠
が
五
〇
ピ
ー
ス
オ
ブ
エ
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